
2021年度
龍谷大学「心の講座」in京都

主催：龍谷大学校友会　龍谷大学校友会各支部　龍谷大学各学部同窓会
共催：読売新聞社

会場： 龍谷大学響都ホール 校友会館（要事前申込み・参加費無料）

5月29日（土）
英月 師（真宗佛光寺派大行寺住職）

「私にかかわる見えないはたらき」
山極 壽一 氏（京都大学名誉教授）

「新型コロナの時代を生き抜くために―人間社会の由来と未来を考える―」
6月19日（土）

久我 儼昭 師（浄土宗西山禅林寺派管長、総本山永観堂禅林寺法主）
「生かされて、今」
小林 エリコ 氏（作家・漫画家）

「それでも　わたしは生きるのだ　
  〜精神障害、うつ病、生活保護を経験した私が伝えたいこと〜」

7月31日（土）
田畑 正久 氏（佐藤第二病院院長、元龍谷大学文学部教授）

「コロナ感染症から学ぶ仏教」
森井 大一 先生（日本医師会総合政策研究機構 主任研究員）

「社会はコロナにどう向き合ったか」
9月25日（土）

古谷 正覚 師（聖徳宗第７代管長、法隆寺第１３０世住職）
「聖徳太子のこころ」
平 雅行 氏（京都先端科学大学特任教授、大阪大学名誉教授）

「危機の時代を生きる―親鸞を素材に―」
10月16日（土）

杉岡 孝紀 氏（龍谷大学文学部教授）
「賢い患者、愚かな患者」
林家 染二 師匠（落語家、公益社団法人上方落語協会理事）
講演「逆境を笑顔に変える落語の世界」
落語「中村仲蔵」　※令和2年度文化庁芸術大賞受賞演目

卒業生優先企画

　2021 年春、龍谷ミュージアムは
開館 10 周年を迎えます。本展はこ
れまでのあゆみを振り返るととも
に、ミュージアムの館蔵品（一部
寄託品も含む）を一堂に公開。国・
地域・時代を超えた幅広い文化財
から、仏教文化の奥行きを体感し
ていただきます。
　また本展では龍谷ミュージアム
初の試みとして、展示作品を含む
会 場 内 の 撮 影 を OK と す る な ど、
より楽しく仏教文化に親しむこと
ができる仕掛けを予定しています。

シリーズ展10「仏教の思想と文化」
特集展示 ： 釈迦信仰と法華経の美術（仮称）

2021年7月10日（土）～8月22日（日）

次回予告

◆会　期：2021 年 4 月 17 日（土）～ 6 月 13 日（日）
◆休館日：月曜日（ただし、5 月 3 日は開館）、5 月６日
◆開館時間：10 時 ～ 17 時　※入館は 16 時 30 分まで
◆入館料：一般 900 円
◆問い合わせ：龍谷大学 龍谷ミュージアム　
　　　　　　  TEL：075-351-2500　https://museum.ryukoku.ac.jp/

企画展
「まるごと！龍谷ミュージアム

― 開館10周年記念 館蔵品展 ―」

八臂観音菩薩坐像
スワート　7 〜 8 世紀

龍谷ミュージアム
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て
事
例
に
基
づ
き
、国
内
の
問

題
だ
け
で
な
く
世
界
的
な
視

野
か
ら
お
話
い
た
だ
き
ま
し

た
。ま
た
、コ
ロ
ナ
禍
で
通
常
の

実
習
が
で
き
な
い
短
期
大
学

部
の
取
り
組
み
と
し
て
、日
常

生
活
に
困
窮
し
て
い
る
学
生
、

経
済
的
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た

大
学
周
辺
地
域
の
飲
食
店
の

応
援
を
含
め
た「
学
生・地
域

応
援
食
事
ク
ー
ポ
ン
」を
配
付

す
る
支
援
を
行
っ
た
と
い
う
活

動
報
告
も
お
話
い
た
だ
き
ま

し
た
。

■ 

経
済
学
部

◎
伊
達 

浩
憲 

先
生

◎
小
瀬 

一 

先
生

テ
ー
マ
：「
恩
師
と
オ
ン
ラ
イ

ン
で
話
そ
う 

―
今
こ
そ
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
―
」

※肩書は2021年2月10日現在で表記しています。
※やむを得ない事情により、講師やテーマが変更されることがあります。
※座席数の制限の中で開催されることがあります。
※ 各回の内容、申込の開始日や申し込み方法、オンデマンド配信などの 

情報は校友会のホームページをご確認ください。
　https://www.ryukoku.ac.jp/alumni/
〈お問い合わせ〉�TEL：077-533-1241�

宮川印刷(株)�2021年度「龍谷大学�心の講座」受付係

※
題
字
＝
星
野
元
豊
・
第
９
代
学
長

〔校友総数　200,000名〕
2021（令和3）年3月15日
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https://www.ryukoku.ac.jp
京都市伏見区深草塚本町67

龍　谷　大　学　内
校友会事務局

TEL075-645-2015  FAX075-645-2017

龍谷大学校友会HP→

 〈連絡先変更のお届けなど〉

龍谷ミュージアム
無料ご優待券
期日：2022年３月21日（月・祝）まで

（お一人様１回限り、
同伴者1名含め
無料でご入館いただけます） 切り取ってご使用ください

今
年
度
は
龍
谷
祭
が
中
止

と
な
り
、卒
業
生
の
皆
さ
ま
に

キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
越
し
い
た
だ

き
、学
生
模
擬
店
や
、各
種
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
い
た
だ
く
か
た

ち
で
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

の
開
催
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。そ
こ
で
、11
月
8
日
に
初

の
試
み
と
し
て
、オ
ン
ラ
イ
ン

で
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
を
開

催
し
ま
し
た
。

第
一
部
で
は
、海
外
在
住

の
卒
業
生
か
ら
在
住
者
な
ら

で
は
の
視
点
で
お
話
を
伺
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
、10
学
部
の
先

生
方
か
ら「
龍
谷
大
学
各
学

部
の
視
点
か
らw

ith

コ
ロ
ナ

の
時
代
を
考
え
る
」を
テ
ー
マ

に
講
演
や
事
業
を
紹
介
い
た

だ
き
ま
し
た
。卒
業
生
に
と
っ

て
、自
身
の
出
身
学
部
の
先

生
の
話
は
馴
染
み
が
あ
り
ま

す
が
、他
学
部
の
先
生
の
話

を
伺
う
こ
と
は
貴
重
な
機
会

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、学
部
と
学
部
同
窓

会
と
の
協
力
や
試
み
に
特
色

が
出
て
、そ
れ
ぞ
れ
に
充
実
し

た
、興
味
深
い
企
画
と
な
り
ま

し
た
。

例
年
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
で
は
、今
の
龍
谷
大
学
を

実
際
に
見
て
い
た
だ
き
、自
身

の
学
生
時
代
と
比
較
し
て
懐

か
し
ん
だ
り
、母
校
の
発
展
に

驚
い
た
り
し
て
い
た
だ
く
機

会
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、今

年
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
を
通

し
て「
母
校
か
ら
学
び
」「
母

校
を
知
る
」機
会
と
し
て
有

意
義
な
時
間
を
過
ご
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
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■ 

文
学
部

◎
越
前
谷 

宏 

先
生 

◎
安
藤 

徹 

先
生

テ
ー
マ
：「
コ
ロ
ナ
に
向
か
う

人
文
知
」

コ
ロ
ナ
禍
に
翻
弄
さ
れ
、そ

の
対
応
に
追
わ
れ
る
日
々
の

中
で
ほ
ん
と
う
に
大
事
な
こ

と
は
何
か
、見
え
に
く
く
な
っ

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
時
こ
そ
、一
旦
立

ち
止
ま
っ
て
、こ
れ
ま
で
を
振

り
返
って
み
る
こ
と
が
大
切
で

す
。私

た
ち
の
感
性
や
知
性
を

麻
痺
さ
せ
か
ね
な
い
ほ
ど
に

世
の
中
に
溢
れ
る
コ
ロ
ナ
禍
関

連
の
言
葉
を
、冷
静
に
捉
え

直
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
し
て
、そ
う
し
た
実
践
こ

そ
、文
学
部
の
専
門
領
域
で

あ
る「
人
文
学
」が
得
意
と
す

る
と
こ
ろ
で
す
。

今
回
の
対
談
は
、こ
れ
ま
で

の
社
会
の
あ
り
よ
う
や
私
た

ち
の
生
き
方
、価
値
観
が
問

わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
改

め
て
認
識
す
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

■ 

短
期
大
学
部

◎
阪
口 

春
彦 

先
生

テ
ー
マ
：「
コ
ロ
ナ
禍
に
社
会

福
祉
は
何
が
で
き
る
か
？
」

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
生
み
出

さ
れ
た
高
齢
者
の
状
況
、児
童

虐
待
の
実
態
な
ど
の
生
活
課

題
や
求
め
ら
れ
る
支
援
に
つい

今
年
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
は
オ
ン
ラ
イ
ン
と
の
こ
と

で
、そ
の
特
性
を
活
か
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
組
む
こ
と
が
で
き

な
い
か
、同
窓
会
で
は
学
部
と

調
整
を
し
ま
し
た
。そ
の
結

果
、先
生
方
に
協
力
い
た
だ
き

オ
ン
ラ
イ
ン
同
窓
会
を
開
催

す
る
こ
と
に
な
り
、当
日
は
10

名
の
先
生
方
と
そ
の
同
窓
生

で
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

 
第
二
部
　
龍
谷
大
学
各
学
部
の
先
生
か
ら
学
ぶ 

第一部：世界各国で活躍の卒業生から学ぶ

永松真紀さん（ケニア）88年短期大学部卒

長澤亮平さん（アメリカ）03年文学部卒

第二部：龍谷大学各学部の先生から学ぶ

文学部 コロナに向かう人文知 越前谷 宏 先生
安藤 徹 先生

経済学部 恩師とオンラインで話そう
─ 今こそホームカミングデー ─

伊達 浩憲 先生
小瀬 一 先生

経営学部 経営学部教員の視点から with コロナの
時代を考える　― 教育・企業経営・研究 ― 加藤 正浩 先生

法学部 いわゆるコロナ社会における法と政治 本多 滝夫 先生
渡辺 博明 先生

先端理工学部 災害廃棄物に係る
ボランティアの活動とコロナ 水原 詞治 先生

社会学部 コロナ後の世界と朝鮮半島
〜日本はどう対処すべきか〜 李 相哲 先生

国際学部 グローバルな視点で卒業生のみなさんと
共に考える、コロナ後の新常態 斎藤 文彦 先生

政策学部 変化の時代を生きるための
政策学的思考 只友 景士 先生

短期大学部 コロナ禍に社会福祉は何ができるか？ 阪口 春彦 先生

農学部 チョコにまつわる甘くない話 塩尻 かおり 先生
坂梨 健太 先生

（
次
面
へ
続
く
）

  

・  

２
面

・  

３
面

・  

４
面

・  

５
面

・  

６
面

・  

７
面

・・・・・  

８
面

オ
ン
ラ
イ
ン
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
・
校
友
短
信

龍
谷
賞・校
友
会
賞
受
賞
者
・Whos̓ Who

校
友
か
ら
の
便
り・経
営
者
登
場・歴
史
実
証
⑯

校
友
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
・
校
友
最
前
線

海
外
で
活
躍
す
る
校
友
・
若
手
校
友
の
お
店
紹
介

全
国
支
部
長
会
・
各
学
部
同
窓
会
・
支
部
の
活
動
報
告

仏
教
に
学
ぶ
・
校
友
の
お
店

　

前
号
で
紙
媒
体
で
の

発
送
も
し
く
は
デ
ジ
タ

ル
版
配
信
の
ご
希
望
を

お
伺
い
し
ま
し
た
。

　

発
送
方
法
の
変
更
は
校

友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

い
つ
で
も
、
ご
自
由
に

で
き
ま
す
の
で
、
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

校
友
会
事
務
局

校
友
会
報
の

発
送
に
つ
い
て

校
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

⬅

お
問
い
合
わ
せ
・

連
絡
先
変
更

　
　

⬅

連
絡
先
情
報

変
更
受
付

フ
ォ
ー
ム
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校 友 短 信

カ
オ
畑
が
台
無
し
に
な
る
事

例
を
も
と
に
生
態
学
の
視
点

で
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

後
半
の
質
疑
応
答
の
時
間

で
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
研
究
へ

の
影
響
や
大
学
の
様
子
を
答

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■ 

経
営
学
部

◎
加
藤 

正
浩 

先
生

テ
ー
マ
：「
経
営
学
部
教
員
の

視
点
か
らw

ith

コ
ロ
ナ
の
時

代
を
考
え
る
―
教
育・企
業
経

営・研
究
―
」

W
ith

コ
ロ
ナ
時
代
に
つ
い

て
、大
学
教
育・
研
究
、企
業

経
営
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、

一
時
し
の
ぎ
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
、在
宅
勤
務
な
ど
実
は「
怠

惰
」で
あ
る
こ
と
を
、あ
た
か

も「
よ
い
こ
と
」で
あ
る
か
の
よ

う
に
取
り
繕
っ
て
い
る
。事
実

を
見
誤
っ
て
い
る
。「w

ith

コ
ロ

ナ
」と
い
う「
怠
惰
」の
言
い
訳

は
社
会
崩
壊
を
も
た
ら
す
こ

と
に
な
る
。こ
の「
異
常
事
態
」

を
当
た
り
前
と
せ
ず
、コ
ロ
ナ

以
前
の
状
態
に
戻
さ
な
い
と

危
険
で
あ
る
、と
の
お
話
に
、

現
状
を
一
方
面
か
ら
見
る
の

で
は
な
く
、そ
の
先
を
考
え
る

機
会
を
頂
き
ま
し
た
。

■ 

法
学
部

◎
本
多 

滝
夫 

先
生　

◎
渡
辺 
博
明 

先
生　

☆
法
学
部
同
窓
会
理
事

テ
ー
マ
：「
い
わ
ゆ
る
コ
ロ
ナ

社
会
に
お
け
る
法
と
政
治
」

法
学
部
の
分
科
会
で
は「
い

わ
ゆ
る
コ
ロ
ナ
社
会
に
お
け
る

法
と
政
治
」と
い
う
テ
ー
マ
の

も
と
、法
学
部
長
の
本
多
滝

夫
先
生
に
よ
る「
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
政
府
の
対
応
と
法
治

主
義
」、法
学
部
キ
ャ
リ
ア
主

任
の
渡
辺
博
明
先
生
に
よ
る

「
北
欧
と
日
本
の
対
応
に
つ
い

て
」と
題
し
た
報
告
が
行
わ

れ
ま
し
た
。先
生
方
の
報
告

に
対
し
て
、法
学
部
同
窓
会

か
ら
も
、会
長
を
は
じ
め
役
員

が
、メ
イ
ン
会
場
だ
け
で
な
く
、

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
に
よ
り
質
疑

を
行
い
、双
方
向
的
な
分
科

会
と
な
り
ま
し
た
。

■ 

先
端
理
工
学
部

◎
水
原 

詞
治 

先
生

テ
ー
マ
：「
災
害
廃
棄
物
に
係

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
と
コ

ロ
ナ
」災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動

は
、災
害
廃
棄
物
に
係
る
内

容
が
多
く
あ
り
ま
す
。

被
災
さ
れ
た
方
々
は
災
害

廃
棄
物
を
分
別
す
る
の
が
難

し
い
場
合
が
多
く
、災
害
廃

棄
物
の
分
別
等
に
は
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
躍
す
る
場

面
が
多
い
の
で
す
が
、災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
正
し
い
ご
み

区
分
が
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、適

切
な
廃
棄・分
別
が
で
き
て
い

な
い
と
い
う
実
情
が
あ
り
ま

す
。さ

ら
に
今
年
は
コ
ロ
ナ
感

染
防
止
の
た
め
、災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
募
集
範
囲
に
も
制

限
が
あ
り
ま
し
た
。健
康
管

理
の
徹
底
、活
動
に
あ
た
っ
て

の
衛
生
管
理
が
さ
ら
に
必
要

な
中
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
に
正
し
い
情
報
伝
達
を

す
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て

お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■ 

社
会
学
部

◎
李 

相
哲 

先
生

☆ 

荒
川 

林
太
郎
さ
ん（
社
会
学

部
同
窓
会
長
、93
年
卒
）

テ
ー
マ
：「
コ
ロ
ナ
後
の
世
界

と
朝
鮮
半
島
～
日
本
は
ど
う
対

処
す
べ
き
か
～
」

李
先
生
は
新
聞
学
が
ご
専

門
で
、と
り
わ
け
北
東
ア
ジ
ア

の
新
聞
を
は
じ
め
と
す
る
メ

デ
ィ
ア
の
歴
史
と
現
状
に
精

通
さ
れ
て
い
ま
す
。近
年
は
テ

レ
ビ
番
組
に
多
く
出
演
さ
れ
、

朝
鮮
半
島
情
勢
に
つ
い
て
コ
メ

ン
ト
さ
れ
る
な
ど
幅
広
く
活

躍
さ
れ
て
い
る
先
生
か
ら
、日

本
の
将
来
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
中
国
、韓
国
、北
朝
鮮

の
今
後
に
つい
て
大
変
興
味
深

い
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

■ 

国
際
学
部

◎
斎
藤 

文
彦 

先
生

☆ 

野
田 

沙
良
さ
ん（
03
年
卒
）

テ
ー
マ
：「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視

点
で
卒
業
生
の
み
な
さ
ん
と

共
に
考
え
る
、コ
ロ
ナ
後
の
新

常
態
」

コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
浮
き
彫
り

に
な
っ
た
問
題
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
く
の
か
。

気
候
変
動
、社
会
分
断
、格

差
社
会
な
ど
現
在
の
世
界
に

は
多
く
の
問
題
が
あ
り
ま

す
。し
か
し
こ
れ
ら
の
諸
問

題
は
根
底
で
つ
な
が
って
い
て
、

今
、私
た
ち
は
そ
れ
に
向
き

合
う
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
ま
す
。例
え
ば
、働
き
方

一
つ
を
取
り
上
げ
て
も
、コ
ロ

ナ
禍
で
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
型
か

ら
ジ
ョ
ブ
型
に
大
き
く
変
化

し
ま
し
た
。人
類
史
上
の
大

転
換
期
に
立
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
考
え
さ
せ
て
い
た
だ

く
対
談
と
な
り
ま
し
た
。

■ 

政
策
学
部

◎
只
友 

景
士 

先
生　

☆ 

田
中 

友
悟
さ
ん（
政
策
学
部

同
窓
会
長
、17
年
院
了
）

テ
ー
マ
：「
変
化
の
時
代
を
生

き
る
た
め
の
政
策
学
的
思
考
」

私
た
ち
は
、変
化
激
し
き

時
代
の
荒
波
に
翻
弄
さ
れ
る

小
舟
に
乗
っ
て
い
ま
す
。こ
の

荒
波
の
海
を
渡
る
助
け
と
な

る
の
が
、政
策
学
的
思
考
で

す
。今
回
の
対
談
で
は
只
友

先
生
の
専
門
で
あ
る「
経
済

学
」の
観
点
か
ら
、誰
ひ
と
り

取
り
残
さ
ず
に「
と
も
に
生

き
る
」た
め
の
政
策
学
的
思

考
と
生
き
方
に
つい
て
考
え
ま

し
た
。社
会
を
良
く
す
る「
経

世
家
」と
い
う
概
念
、日
常
で

実
践
で
き
る「
賢
い
消
費
/
供

給
」と
い
う
社
会
貢
献
の
か
た

ち
な
ど
、こ
れ
か
ら
の
社
会
を

よ
り
良
く
生
き
る
た
め
の
ヒ
ン

ト
を
共
有
す
る
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

■ 
農
学
部

◎
塩
尻 
か
お
り 

先
生

◎
坂
梨 

健
太 
先
生

☆ 

畑 

雄
一
朗
さ
ん（
農
学
部
同

窓
会
長
、19
年
卒
）

テ
ー
マ
：「
チ
ョ
コ
に
ま
つ
わ

る
甘
く
な
い
話
」

前
半
は
、講
師
の
先
生
か

ら
、チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
共
通
点

に
、「
チ
ョコ
に
ま
つ
わ
る
甘
く

な
い
話
」と
い
う
テ
ー
マ
で
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

坂
梨
先
生
か
ら
は
カ
カ
オ

豆
の
産
地
で
あ
る
ア
フ
リ
カ

農
民
の
暮
ら
し
な
ど
農
業
経

済
の
視
点
で
、塩
尻
先
生
か
ら

は
虫
や
カ
ビ
で
一
瞬
に
し
て
カ

司会を務めたお二人（左：水嶋理事、右：泉理事）

テ
ー
マ
：「
ニュ
ー
ヨ
ー
ク
で
コ

ロ
ナ
後
の
新
し
い
時
代
を
迎
え

る
覚
悟
」

ア
メ
リ
カ
に
住
み
始
め
て
16
年

の
長
澤
さ
ん
か
ら
、コ
ロ
ナ
禍

で
大
統
領
選
を
迎
え
る
状
況

下
で
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。過

去
に
テ
ロ
、リ
ー
マ
ン

シ
ョッ
ク
な
ど
を
乗
り
越
え
て

き
た
と
い
う
自
負
が
あ
る
Ｎ

Ｙ
は
、ク
オ
モ
Ｎ
Ｙ
州
知
事
の

州
民
に
訴
え
る
強
い
姿
勢
の

も
と
、苦
難
を
乗
り
越
え
た

ら
新
し
く
強
い
Ｎ
Ｙ
に
な
る
と

い
う
意
識
を
持
て
た
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
。

レ
イ
ン
ボ
ー
の
イ
ラ
ス
ト
を

家
の
外
に
貼
る
、休
校
中
に
誕

生
日
を
迎
え
た
子
ど
も
の
家
の

前
を
バ
ー
ス
デ
ー
装
飾
し
た
ク

ラ
ス
メ
ー
ト
の
車
が
ク
ラ
ク
シ
ョ

ン
を
鳴
ら
し
て
お
祝
い
を
す
る
、

ソ
ー
シ
ャル
デ
ィ
ス
タ
ンス
の
中
で

のハロ
ウ
ィ
ン
の
新
し
い
楽
し
み

方
な
ど
、大
変
な
中
で
も
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
と
こ
ろ
は
と
て
も
Ｎ

Ｙ
ら
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

今
後
は
、コ
ロ
ナ
と
一
緒
に

生
き
て
い
く
時
代
で
あ
り
、そ

れ
は
新
し
い
基
準
の
中
で
生

き
て
い
く
こ
と
。

ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
言
葉
の
、「
強

い
も
の
、賢
い
も
の
が
生
き
残

る
の
で
は
な
く
、変
化
で
き
る

も
の
が
生
き
残
る
。」は
ま
さ

に
コロ
ナ
禍
で
感
じ
ま
す
。

Ｎ
Ｙ
で
仕
事
を
す
る
大
変

さ
は
、変
化
が
激
し
い
こ
と
。

Ｎ
Ｙ
で
生
活
を
し
、仕
事
を
す

る
こ
と
は
変
化
し
な
が
ら
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
に
生
き
残
り
続
け

る
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。

聖徳宗第7代管長　聖徳宗総本山法隆寺
第130世住職

古
ふ る

谷
や

　正
しょう

覚
か く

さん　（71年文卒）
48年大阪府生まれ。龍谷大学卒業後、聖
徳宗庶務部長、法隆寺執事、99年、聖徳
宗宗務長、法隆寺執事長を歴任。20年10
月22日、聖徳宗第７代管長、聖徳宗総本
山法隆寺第130世住職に就任。今年は聖徳
太子1400年遠忌にあたり、奈良と東京の
国立博物館で特別展が予定されている。

株式会社イートアンドホールディングス取締役 兼 
株式会社大阪王将 代表取締役社長

植
う え

月
つ き

　剛
た け し

さん　（95年社会卒）
95年4月、大阪王将食品株式会社（現：株
式会社イートアンドホールディングス）に
入社。大阪王将を主力とする外食事業に
て本部長などを歴任。17年6月専務取締役
を経て、20年10月株式会社イートアンド
ホールディングス 取締役 兼 株式会社大
阪王将 代表取締役社長に就任。

　
第
一
部
　 

世
界
各
国
で
活
躍
の 

卒
業
生
か
ら
学
ぶ

ま
た
、抽
選
会
や
小
瀬
一

先
生
に
よ
る
龍
谷
大
学
の
建

物
に
ま
つ
わ
る
歴
史
も
紹
介

し
て
い
た
だ
き
、充
実
し
た
内

容
に
参
加
者
は
満
足
し
て
い

た
様
子
で
し
た
。同
窓
会
で

は
今
後
も
オ
ン
ラ
イ
ン
の
良
さ

も
利
用
し
、在
学
生
への
還
元

や
、同
窓
生
が
繋
が
れ
る
機
会

創
出
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

ケ
ニ
ア（
マ
サ
イ
村
）

永な
が

松ま
つ 

真ま

紀き

さん

（
88
年
短
大
卒
）

ア
メ
リ
カ（
ニュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
）

長な
が

澤さ
わ 

亮り
ょ
う

平へ
い

さん

（
03
年
文
卒
）

テ
ー
マ
：「
２
０
２
０
年
～
ケ
ニ
ア

は
前
代
未
聞
の
す
べ
て
の
子
供
た

ち
の
留
年
が
決
ま
り
ま
し
た
～
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
予
定
し
て
い

ま
し
た
が
、当
日
は
状
況
が
変

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

マ
サ
イ
族
の
男
性
と
結
婚
さ
れ

た
永
松
さ
ん
は
、ケ
ニ
ア
発
の
国

際
線
閉
鎖
１
日
前
に
日
本
に
戻

ら
れ
ま
し
た
。講
演
の
日
は
、日

本
か
ら
ケ
ニ
ア
の
現
状
と
教
育
の

観
点
で
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ケ
ニア
は
医
療
体
制
の
脆
弱

さ
を
理
解
し
て
い
る
国
な
の
で

コロ
ナ
対
応
は
早
かっ
た
で
す
。

１
月
か
ら
新
学
期
が
ス

タ
ー
ト
す
る
ケ
ニ
ア
で
は
３
月

か
ら
学
校
閉
鎖
、９
月
に
再
開

し
て
も
数
か
月
し
か
通
え
な

い
理
由
か
ら
全
員
留
年
す
る

こ
と
が
決
ま
っ
た
時
期
も
あ

り
、結
果
、10
月
か
ら
受
験
学

年
を
含
む
３
学
年
の
み
再
開

し
ま
し
た
。他
の
学
年
は
旧

学
年
の
ま
ま
１
月
に
ス
タ
ー
ト

し
、４
月
か
ら
新
学
年
に
な
る

そ
う
で
す
。教
育
に
関
し
て

も
政
府
の
発
表
は
二
転
三
転

し
、国
民
は
な
に
か
と
振
り
回

さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
が
、そ

れ
も
ケ
ニ
ア
ら
し
い
点
で
す
。

ケ
ニ
ア
の
幼
稚
園
は
就
学

前
教
育
の
場
で
も
あ
り
、小
学

校
入
学
前
の
予
備
校
の
よ
う

な
役
割
を
し
て
い
ま
す
。行
っ

て
い
な
い
と
小
学
校
の
勉
強
に

つ
い
て
い
け
ま
せ
ん
。格
差
社

会
の
た
め
、教
育
だ
け
が
成
功

で
き
る
手
段
だ
と
思
って
い
る

人
が
多
い
た
め
非
常
に
教
育

熱
心
で
す
。

コロ
ナ
に
対
し
て
、当
初
ケ
ニ

ア
人
は
丈
夫
、高
齢
者
が
少
な

い
の
で
爆
発
的
感
染
者
は
少

な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、観
光
業
が
多
い
の
で
失
業

者
が
増
え
て
治
安
の
悪
化
、

暴
動
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

様
々
な
支
援
物
資
が
届
い
て
い

る
は
ず
で
す
が
、ど
こ
か
に
いっ

て
し
ま
い
、一
部
の
人
が
い
い

思
い
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

も
現
実
で
す
。
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こ
の
3
日
間
で
、ロ
フ
ト
や

東
急
ハン
ズ
、何
十
店
舗
も
あ

る
チ
ェ
ー
ン
店
な
ど
へ
の
出
荷

が
決
ま
り
、12
万
本
の
発
注

を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。こ
の
数
は
想
定
し
て
い
た

10
倍
で
す
。

18
年
12
月
、

ポ
ケ
ト
ル
が
店
頭
に
並
ぶ

　

ロ
フ
ト
は
、雑
貨
の
ト
レ
ン

ド
に
強
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。そ
の
ロ
フ
ト
で
主
に「
少
な

い
の
が
ち
ょ
う
ど
い
い
」と
い
う

女
性
た
ち
の
支
持
を
得
て
、こ

ん
な
数
字
は
見
た
こ
と
が
な

い
と
い
う
ほ
ど
の
売
れ
方
を
し

ま
し
た
。19
年
の
日
経
ト
レ
ン

デ
ィ
ヒ
ッ
ト
商
品
ラ
ン
キ
ン
グ

で
、日
本
で
売
れ
た
全
カ
テ
ゴ

リ
ー
の
中
で
28
位
に
な
り
ま

し
た
。い
ま
で
は
累
計
180
万
本

が
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

類
似
品
と
の
違
い
は
？

　
ワ
ン
プ
ッ
シ
ュ
式
の
ス
テ
ン
レ

ス
ボ
ト
ル
が
あ
り
ま
す
が
、あ

れ
って
漏
れ
る
し
、洗
い
に
く
い

で
す
よ
ね
。消
費
者
が
便
利

だ
ろ
う
と
作
っ
た
も
の
に
は
盲

点
が
あ
る
ん
で
す
。人
は
引

き
算
す
る
の
に
勇
気
が
い
り

ま
す
が
、私
は
あ
え
て
引
き

算
を
行
い
、シ
ン
プ
ル
イ
ズ
ベ
ス

ト
に
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。

　

大
手
企
業
の
ボ
ト
ル
は
傷

が
目
立
つ
の
で
、ポ
ケ
ト
ル
の
よ

う
な
マッ
ト
塗
装
は
や
り
ま
せ

ん
。色
も
売
り
場
で
目
を
引

く
よ
う
な
明
る
い
色
を
選
び

ま
す
。私
は
地
味
な
色
に
し

た
ら
逆
に
目
立
つ
と
い
う
発

想
な
ん
で
す
。大
手
企
業
と

同
じ
こ
と
を
し
た
ら
ブ
ラ
ン
ド

力
の
強
い
方
に
負
け
ま
す
。

　

ポ
ケ
ト
ル
の
デ
ザ
イ
ン
性
と

製
品
に
対
す
る
思
い
は
、勝
て

る
自
信
が
あ
り
ま
す
。

環
境
に
優
し
い
商
品
で

あ
る
こ
と

　

ポ
ケ
ト
ル
は
エコ
に
つい
て
も

考
慮
し
て
い
ま
す
。19
年
に
京

都
で
開
催
さ
れ
た
ユ
ネ
ス
コ
国

際
会
議
で
は
、ペッ
ト
ボ
ト
ル
の

代
わ
り
に
ポ
ケ
ト
ル
を
配
り
、

会
場
に
給
水
ス
ポ
ッ
ト
を
設

け
て
自
分
で
飲
み
物
を
注
ぎ

に
行
って
も
ら
う
か
た
ち
に
し

た
ら
大
好
評
で
し
た
。エ
コ
の

推
進
に
背
中
を
押
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　

20
年
1
〜
2
月
の
フ
ラ
ン
ス

と
ド
イ
ツ
の
展
示
会
で
は
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
環
境
問
題
に
意

識
の
高
い
ヨ
ー
ロッパ
の
人
た
ち

に
よ
く
売
れ
ま
し
た
。ポ
ケ
ト

ル
ヨ
ー
ロッパ
も
立
ち
上
が
り
、

現
在
で
は
、西
欧
や
ア
ジ
ア
の

各
国
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

よ
り
多
く
の
人
に
充
実
し
た
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
送
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に

　

ポ
ケ
ト
ル
は
、持
つ
人
が
ど

ん
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
送

る
か
を
意
識
し
て
設
計
し
て

い
ま
す
。ス
ペッ
ク
を
よ
り
良

く
す
る
と
と
も
に
、給
水
ス

ポ
ッ
ト
を
京
都
の
い
ろ
ん
な

と
こ
ろ
に
増
や
し
て
い
き
た

い
で
す
ね
。マ
イ
ボ
ト
ル
を
定

着
さ
せ
る
こ
と
が
、い
ま
の
目

標
で
す
。

（株）DESIGN WORKS 
ANCIENT

　代表取締役社長

プロフィール
78年京都生まれ。京都成章高校にてラグ
ビーをはじめ、龍谷大学でも情熱を燃やす。
02年文学部真宗学科卒業後、大手自動車
ディーラーに就職。貿易商社２社を経て10年
5月に独立、㈱One Tasteを設立。3年前
に起業した㈱DESIGN WORKS ANCIENT
で商品開発したポケトルが大ヒット。行列ので
きるお店「ラーメンムギュ」の代表も務める。
少年ラグビー大会OneTaste杯主催。

校友●Who's Who

「ONLY THE NECESSARY」、注ぎ足す文化へ

　

当
時
、仕
事
で
毎
週
の
よ
う

に
東
京
へ
行
っ
て
い
ま
し
た
。

あ
る
時
、飲
み
残
し
の
ペッ
ト

ボ
ト
ル
を
見
て「
も
っ
た
い
な
い

な
」と
感
じ
た
ん
で
す
。買
っ

て
も
半
分
も
飲
ま
な
い
う
ち

に
忘
れ
て
、無
駄
に
し
て
し
ま

う
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
し

た
。そ
の
度
に
コ
ン
ビ
ニ
で
お

茶
を
買
い
ま
す
が
、ま
た
同
じ

こ
と
の
繰
り
返
し
で
す
。私
み

た
い
な
、ラ
グ
ビ
ー
を
や
っ
て
い

て
体
の
大
き
い
人
間
で
も
飲

み
き
れ
な
い
。女
性
は
ど
う
な

ん
だ
ろ
う
と
、そ
の
こ
と
に
気

づ
い
た
日
は
一
日
中
、街
行
く

人
や
売
り
場
の
ボ
ト
ル
サ
イ

ズ
を
リ
サ
ー
チ
し
ま
し
た
。

　

自
分
の
頭
の
中
で
、パ
ズ
ル

の
ピ
ー
ス
が
バ
チ
バ
チ
バ
チ
っ
て

は
ま
り
ま
し
た
。こ
う
い
う
商

品
は
あ
り
そ
う
で
な
か
っ
た
。

ひ
ょっ
と
し
た
ら
す
ご
い
市
場

が
眠
って
い
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
ワ
ク
ワ
ク
感
で
そ
の
夜
は

眠
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

信
頼
で
き
る
人
に
相
談
し

た
ら「
絶
対
に
売
れ
な
い
と
思

う
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。だ
っ

た
ら
、な
お
さ
ら
い
け
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
、多
く
の
経
営
者

が
こ
れ
は
売
れ
な
い
と
踏
ん
で

い
る
な
ら
、こ
れ
こ
そ
自
分
で

商
品
化
を
実
現
さ
せ
る
べ
き

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
う
し
て
実
現
し
た
の
が

「
ポ
ケ
ト
ル
」と
い
う
、120
㎖
と

い
う
超
ミ
ニ
サ
イ
ズ
の
ス
テ
ン
レ

ス
ボ
ト
ル
で
す
。

ポ
ケ
ト
ル
を
発
表
し
た
の
が
18
年

9
月
の「
東
京
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル・ギ
フ
ト・シ
ョ
ー
」で
し
た

　

3
日
間
で
約
20
万
人
が
来

場
す
る
展
示
会
で
す
。日
本

中
の
色
々
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
バ

イ
ヤ
ー
が
こ
こ
で
商
談
を
行
い

ま
す
。普
通
だ
っ
た
ら「
こ
う

い
う
商
品
を
出
し
ま
す
」と

事
前
に
案
内
を
出
す
の
で
す

が
、私
は
誰
に
も
言
わ
ず
ひ
っ

そ
り
と
ポ
ケ
ト
ル
だ
け
を
持
っ

て
い
き
ま
し
た
。

小
こ

林
ば や し

 裕
ゆ う

介
す け

 さん
（02年文卒）

シニア層にも人気
（常備薬を飲む時に）

注ぎ足すという
ライフスタイル

ポケットに納まるサイズ

京都府向日市にある会社の外観

「OneTaste杯」を主催

　
第
31
回 

龍
谷
賞
受
賞
者

　
第
20
回 

校
友
会
賞
受
賞
者

龍
谷
奨
励
賞

龍
谷
特
別
賞

龍
谷
特
別
賞

大
学
在
学
中
に
訪
問
し
た

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
小
学
校
に
行

け
な
い
貧
困
層
の
子
ど
も
た

ち
や
女
性
の
状
況
を
知
り
、

企
業
勤
務
を
経
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
に
入
職
さ
れ
、
学
校
の
建

設
や
奨
学
金
提
供
な
ど
の
教

育
的
支
援
、
女
性
の
仕
事
を

創
出
す
る
活
動
な
ど
に
従
事

さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、日
本

の
若
者
達
が
海
外
の
現
状
を

18
年
に
歴
史
小
説
『
天
地

に
燦
た
り
』
で
第
25
回
松
本

清
張
賞
を
受
賞
し
て
デ

ビ
ュ
ー
さ
れ
ま
し
た
。歴
史

小
説『
熱
源
』が
第
162
回
直
木

三
十
五
賞
を
受
賞
。第
二
作

目
の
小
説
で
の
受
賞
は
快
挙

と
い
え
ま
す
。

本
学
文
学
部
史
学
科
に
在

籍
さ
れ
て
い
た
川
越
さ
ん
の

直
木
賞
受
賞
を
称
え
る
と
と

も
に
、今
後
の
創
作
活
動
に
大

い
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

罪
を
お
か
し
た
人
々
の
苦

悩
に
寄
り
そ
い
、
心
を
こ
め
た

教き
ょ
う

誨か
い

活
動
に
従
事
さ
れ
て
い

ま
す
。ま
た
、龍
谷
大
学
柔
道

部
で
心
身
を
鍛
錬
さ
れ
、
地

元
の
球
磨
郡
柔
道
協
会
会
長

を
24
年
間
務
め
ら
れ
、柔
道
の

普
及
発
展
、
青
少
年
の
健
全

育
成
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

龍
谷
大
学
柔
道
部
の
コ
ー

チ
を
務
め
た
現
住
職
藤
岡
教

顕
氏
と
共
に
05
年
か
ら
毎
年

春
に
龍
谷
大
学
女
子
柔
道
部

の
合
宿
を
自
坊
に
受
け
入
れ

て
こ
ら
れ
、
18
年
に
は
全
日

本
学
生
柔
道
体
重
別
団
体
優

勝
大
会
に
お
い
て
柔
道
部
は

日
本
一
に
輝
き
ま
し
た
。

母
校
へ
の
思
い
、
浄
土
真

宗
本
願
寺
派
の
僧
侶
と
し
て

地
域
へ
の
貢
献
度
が
高
い
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。

知
る
機
会
を
提
供
す
る
活
動

も
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

慈
悲
の
心
を
軸
に
多
様
性

を
も
っ
た
活
動
の
幅
は
、
ま
さ

に
本
学
の
建
学
の
精
神
や
本

学
が
発
信
し
て
い
る
仏
教
Ｓ

Ｄ
Ｇｓ
の
取
り
組
み
な
ど
多
岐

に
わ
た
って
い
ま
す
。

チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
練
習

に
励
み
、
19
年
に
開
催
さ
れ

た
第
64
回
全
日
本
学
生
拳
法

選
手
権
大
会
に
お
い
て
、
16

年
ぶ
り
の
優
勝
を
果
た
し
、

学
生
日
本
一
に
輝
か
れ
ま
し

た
。ま
た
、同
大
会
で
は
、最

優
秀
選
手
賞
に
冨
永
一
希
さ

ん
が
選
ば
れ
、
輝
か
し
い
功

績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

大
学
入
学
後
か
ら
数
々
の

国
際
大
会
に
日
本
代
表
と
し

て
出
場
し
、素
晴
ら
し
い
成
績

を
収
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

19
年
に
は
ユ
ニ
バ
ー
シ

ア
ー
ド
競
技
大
会
に
も
出
場

を
果
た
し
、
個
人
戦
、
団
体

戦
と
も
に
、
金
メ
ダ
ル
に
輝

か
れ
ま
し
た
。ま
た
、
こ
れ

ま
で
全
て
の
国
際
大
会
で
上

位
入
賞
を
果
た
し
、
世
界
で

も
通
用
す
る
実
力
の
高
さ
を

証
明
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も

視
野
に
今
後
も
日
本
を
代
表

す
る
選
手
と
し
て
活
躍
さ
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

学
生
の
頂
点
を
決
め
る
第

70
回
全
日
本
学
生
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
選
手
権
大
会
に
お
い
て
、

女
子
ダ
ブ
ル
ス
で
優
勝
を
果

た
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
団
体
戦
で
も
主
力

と
し
て
活
躍
し
、
全
日
本
学

生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大

会
団
体
戦
準
優
勝
（
17
・
18

年
度
）、
西
日
本
学
生
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
団
体

戦
優
勝
（
８
連
覇
）、
関
西
学

生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
リ
ー
グ
戦

大
会
優
勝
（
18
季
連
覇
）
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

19
年
の
ウ
ィ
ー
ン
国
立
音

楽
大
学
国
際
音
楽
祭
デ
ィ
ヒ

ラ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、

世
界
各
国
か
ら
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
学
生
が
出
場
す
る
中
、

最
高
賞
と
な
る
第
１
位
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
第
３
回
バ
ス
ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い

て
も
第
１
位
を
受
賞
す
る

な
ど
、
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

実
力
を
証
明
さ
れ
ま
し
た
。

団
体
で
出
場
し
た
第
67
回

全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

に
お
い
て
も
幹
事
長
と
し
て

部
を
ま
と
め
あ
げ
、
３
年
ぶ

り
の
金
賞
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

個
人（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
所
属
）

朝
倉 

み
な
み（
20
年
政
策
卒
）

斉
藤 

ひ
か
り（
20
年
経
営
卒
）

個
人（
柔
道
部
所
属
）

武
田 

亮
子（
経
営
学
部
４
年
）

個
人（
吹
奏
楽
部
所
属
）

村
上 

凜（
社
会
学
部
４
年
）

大ヒット商品、120ml の日本最小のステンレスボトル「POKETLE」（ポケトル）。
このボトルを生み出したのが小林裕介さんです。出張先で発想を得て「これなら勝負できる
かもしれない」と、帰りの新幹線で企画書を書きました。

〈企画書メモ〉持ち運べる漏れないボトル

野田 沙良さん
（03年国際文化卒）

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ク
セ
ス

―
共
生
社
会
を
め
ざ
す
地
球
市
民

の
会 

事
務
局
長

川越 宗一さん

藤岡 孝教さん
（68年文卒）

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
明
導
寺
前

住
職
、
講
道
館
柔
道
８
段
、
全
日

本
柔
道
連
盟
公
認
形
審
査
員
、熊

本
県
柔
道
協
会
顧
問
、人
吉
農
芸

学
院
宗
教
教
誨
師
、本
願
寺
派
布

教
使
、保
護
司

2018/5/15　POKETLE企画書 （9月の東京ギフトショー出展する）

・コンセプト
 ・日本最小（オロナミンC、紙コップ）

 ・ポケットに入る（直径ポイント）　　

 ・保温・保冷（30分から1時間）　　

 ・継ぎ足す（エコロジカル）　　　　

 ・必要な分だけ（ブランドフィロソフィー）

 ・通勤、OL、散歩、etc...

・LOGOマークイメー
ジ

　　ポケットにボトルが入っている

　　イメージをロゴマークにしたい

Pocket × Little × bottle

↓
POKETLE

団
体

学
友
会
体
育
局 

日
本
拳
法
部

（
代
表
：
横
井 

虎
太
朗
）

左：朝倉さん、右：斉藤さん
（全日本バドミントン連盟HPより）

作
家

（ 必 要な 分 だけ）
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で
は
な
い
か
」と
の
宗
教
部
か

ら
の
発
議
に
も
と
づ
き
、種
々

議
論
を
重
ね
た
結
果
、仏
教

讃
歌
の
一
つ
で
あ
る「
四
弘
誓

願
」の
メ
ロ
デ
ィ
が
採
用
さ
れ

ま
し
た
。

チ
ャ
イ
ム
の
制
作
に
当
た
っ

て
は
、音
楽
の
専
門
の
先
生
と

も
相
談
し
、暗
い
イ
メ
ー
ジ
を

払
拭
し
た
チ
ャ
イ
ム
に
ふ
さ
わ

し
い
編
曲
に
も
心
が
配
ら
れ
、

本
学
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
チ
ャ
イ

ム
が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
チ
ャ
イ
ム
は
、本
学
の

建
学
の
精
神
の
象
徴
と
し
て

親
し
ま
れ
、大
宮
、深
草
、瀬

田
の
三
学
舎
に
於
い
て
、「
四

弘
誓
願
」の
チ
ャ
イ
ム
が
流
さ

れ
現
在
に
至
って
い
ま
す
。

大
宮
学
舎
に
は
、チ
ャ
イ
ム

に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
た
今
も
、

往
時
を
偲
ぶ
鐘
と
し
て
、重

要
文
化
財
の
建
物
群
と
も
共

生
し
て
今
も
本
学
を
静
か
に

見
守
って
く
れ
て
い
ま
す
。

製
品
し
か
な
く
、ど
こ
の

学
校
で
も
採
用
し
て
い
た

「
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
の

鐘
」の
メ
ロ
デ
ィ
の
チ
ャ
イ

ム
を
採
用
し
ま
し
た
。

ま
た
69
年（
昭
和
44

年
）頃
か
ら
、本
学
も
同

じ
く
大
学
紛
争
に
突
入

し
、心
の
荒
廃
を
招
き
、

深
草
砂
漠
と
も
言
わ
れ

た
状
況
と
な
り
、そ
れ
を

打
破
す
べ
く
、大
学
の
主

体
性
と
独
自
性
が
強
く
求
め

ら
れ
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、79
年（
昭
和
54

年
）に
は
赤
レ
ン
ガ
の
紫
英
館

が
完
成
す
る
と
、画
期
的
な

長
期
計
画
を
作
成
し
大
き
く

総
合
大
学
と
し
て
改
革
の一歩

を
踏
み
出
し
、現
在
の
本
学
発

展
の
礎
を
構
築
し
ま
し
た
。

そ
ん
な
折
、龍
谷
大
学
の

独
自
性
を
議
論
す
る
中
、チ
ャ

イ
ム
が
話
題
に
上
が
り
、「
現

在
の
チ
ャ
イ
ム
の
メ
ロ
デ
ィ
は
、

元
々
は
キ
リ
ス
ト

教
会
か
ら
生
ま

れ
た
も
の
で
あ

り
、や
は
り
本
学

に
ふ
さ
わ
し
い

チ
ャ
イ
ム
に
す
べ

き
で
は
な
い
か
」、

「
建
学
の
精
神
の

高
揚
に
も
な
る
の

龍
谷
大
学
が
ま
だ
大
宮
学

舎
に
文
学
部
だ
け
だ
っ
た
頃
、

チ
ャ
イ
ム
は
な
く
、授
業
の
始

業
と
終
業
時
の
合
図
は
、重
要

文
化
財
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る

守
衛
所
の
横
の
高
い
柱
に
し
つ

ら
え
ら
れ
た
鐘
を
、守
衛
さ
ん

が
カ
ラ
ン
コ
ロ
ン
と
ひ
も
を
揺

す
って
鳴
ら
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
カ
ラ
ン
コ
ロ
ン
の
響
き

は
、本
館
に
向
か
っ
て
一
礼
し

て
正
門
を
く
ぐ
る
学
生
達
と

も
、ま
た
大
宮
学
舎
が
も
た

ら
す
た
た
ず
ま
い
と
も
良
く

マ
ッ
チ
し
て
、独
特
の
本
学
ら

し
さ
を
醸
し
出
し
て
い
ま
し

た
。そ

の
後
本
学
で
は
、深
草

学
舎
を
60
年（
昭
和
35
年
）に

開
学
し
、始
業
、終
業
の
合
図

を
何
に
す
る
か
の
必
要
に
迫

ら
れ
、当
時
、チ
ャ
イ
ム
は
既

プロフィール
兵庫県神戸市出身。96年経営学部卒
業、ジャスコ㈱（現イオン㈱）入社。04
年同社マックスバリュ矢本店(宮城県)店
長、07年塩釜店(宮城県)店長。12年
イオンリテール㈱エリア強化対策チーム
リーダー。13年同社イオン鎌ヶ谷店（千
葉県）店長。15年同社ストアオペレーシ
ョン本部プロジェクトリーダー。18年同
社静岡事業部長。19年イオンスーパー
センター㈱代表取締役社長に就任。

お客さまと従業員、地域のために
何ができるかを考え続ける

05年11月にイオン㈱より分社した
イオンスーパーセンターは、食品
から衣料品まですべてが揃うお店
で、東北5県に22店舗あります。従
業員数は3,547人です。

経営者登場

イオンスーパーセンター（株）
代表取締役社長

矢
や

木
ぎ

  健
け ん

太
た

郎
ろ う

さん
（96年経営卒）

混
声
合
唱
団
ラ
ポ
ー
ル
に
真

剣
に
取
り
組
ん
だ
４
年
間

学
生
時
代
は
、
経
営
学

部
の
本
岡
昭
良
先
生
の
ゼ
ミ

で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
学
び
ま

し
た
。
お
客
さ
ま
と
一
番
に

接
す
る
小
売
業
に
興
味
が
あ

り
、
卒
論
で
は
ダ
イ
エ
ー
や
西

友
、
ジ
ャ
ス
コ
な
ど
の
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
調

査
し
ま
し
た
。

部
活
動
は
、
混
声
合
唱
団

ラ
ポ
ー
ル
で
し
た
。
音
楽
の

経
験
が
な
く
軽
い
気
持
ち
で

入
部
。
結
果
的

に
４
年
間
真
剣

に
取
り
組
む
こ

と
に
な
り
ま
し

た
。
１
回
生
の

と
き
に
出
場
し

た
合
唱
コ
ン
ク
ー

ル
で
、
銅
賞
を

受
賞
。
金
賞
が

取
れ
る
だ
ろ
う

と
い
う
雰
囲
気

で
し
た
の
で
、
と

て
も
悔
し
い
思

い
を
し
ま
し
た
。

中
途
半
端
に
やって
後
悔
す
る

よ
り
も
、
真
剣
に
やって
失
敗

し
た
ほ
う
が
よ
っ
ぽ
ど
い
い
と

思
い
ま
し
た
。
３
回
生
で
金

賞
を
取
っ
た
と
き
の
感
動
は
い

ま
だ
に
忘
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

ジ
ャ
ス
コ
に
就
職

ジ
ャ
ス
コ
（
現
イ
オ
ン
）
の

年
功
序
列
や
男
女
の
差
別
も

な
く
、
実
力
主
義
の
社
風
に

魅
力
を
感
じ
入
社
し
ま
し

た
。
最
初
は
岐
阜
に
勤
務
し
、

そ
の
後
東
海
エ
リ
ア
、
東
北
、

関
東
と
、
異
動
し
一
昨
年
に

現
職
に
つ
き
ま
し
た
。
店
舗

勤
務
の
と
き
も
社
長
に
な
って

か
ら
も
、
学
生
時
代
に
学
ん

だ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
財
務
は

と
て
も
役
に
立
って
い
ま
す
。

お
客
さ
ま
の「
あ
り
が
と
う
」

東
日
本
大
震
災
直
後
、
応

援
で
陸
前
高
田
の
仮
設
住
宅

に
移
動
販
売
車
で
訪
れ
た
と

校友からの便り 山
や ま

中
な か

　玲
れ

奈
な

さ
ん 

（04年経済卒）

人
物
や
シ
ー
ン
を
軽
妙
に
描
く
こ
と
が
得
意
な
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
の
山
中
さ
ん
。
雑
誌
「an

・an

」
な
ど
の
女
性
誌
で
の
イ

ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
、
広
告
や
公
共
施
設
の
壁
画
ま
で
、

幅
広
く
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
生
時
代
の
創
作
経
験
が
今
の
仕
事
に
活
か
さ
れ
て
い
ま
す

イラストレーター

大
学
で
は
広
告
研
究
会
に

所
属
し
、後
に
「adm

an

（
ア

ド
マ
ン
）」
と
い
う
サ
ー
ク
ル

を
設
立
し
ま
し
た
。

こ
の
サ
ー
ク
ル
で
は
、学
内・

学
外
の
実
際
に
活
動
し
て
い

る
学
生
ベ
ン
チ
ャ
ー
や
バ
ン
ド

を
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
し
、
広
報

ツ
ー
ル
な
ど
を
作
成
し
ま
し

た
。
チ
ラ
シ
や
ス
テ
ッ
カ
ー
な

ど
が
メ
イ
ン
で
し
た
が
、
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
の
声
を
ヒ
ア
リ
ン
グ

し
、
ど
の
よ
う
な
お
客
様
が

そ
の
場
に
足
を
運
ん
で
い
る

か
、
興
味
を
示
し
て
い
る
の

か
を
調
査
し
た
上
で
作
成
に

取
り
か
か
れ
た
こ
と
は
実
の

あ
る
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

当
時
そ
の
よ
う
な
実
践
的

な
活
動
を
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル

は
少
な
かった
た
め「adm

an

」

を
通
し
て
、
学
外
の
人
間

関
係
を
育
む
と
と
も
に
議

論
し
た
り
、
視
野
を
広
げ

ら
れ
た
時
間
は
貴
重
な
財

産
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

A
dobe Illustrator

や

Photoshop

を
操
作
す
る
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
た
め

独
学
で
覚
え
、
動
画
制
作
も

見
様
見
真
似
で
行
って
い
た
の

で
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
へ
の
知
識

や
発
想
が
培
わ
れ
た
期
間
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
活
動
の
他
に
龍

谷
祭
と
学
術
文
化
祭
の
実
行

委
員
会
に
携
わ
り
、中
で
も
一

回
生
の
頃
、
龍
谷
祭
実
行
委

員
の
広
報
部
で
「
煌
（
き
ら

め
き
）」
と
い
う
ロ
ゴ
が
採
用

さ
れ
た
の
は
嬉
し
か
っ
た
思
い

出
の
ひ
と
つ
で
す
。
自
分
の

作
成
し
た
ロ
ゴ
を
看

板
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で

見
る
こ
と
が
で
き
た

喜
び
は
今
に
つ
な
が
る
成
功

体
験
の
一
つ
と
な
り
ま
し
た
。

卒
業
後
は
、
大
手
広
告
制

作
会
社
へ
入
社
。
そ
の
後
出

版
社
と
印
刷
会
社
に
転

職
し
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
イ

ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
と
し
て

活
動
を
は
じ
め
、
6
年
目

に
な
り
ま
す
。

母
が
美
術
教
師
、
父

が
広
告
代
理
店
に
勤
め
て

い
た
の
で
、
芸
術
と
広
告

の
中
間
あ
た
り
が
居
心
地

良
く
、
イ
メ
ー
ジ
も
つ
き

や
す
か
っ
た
の
で
自
然
と

今
の
職
に
な
り
ま
し
た
。

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
と

し
て
記
事
や
商
品
を
後
押

龍谷祭で採用されたロゴ

龍谷祭実行委員で制作中

し
で
き
た
と
思
っ
た
と
き
、
中

で
も
自
分
の
好
み
や
特
性
を

活
か
し
き
れ
た
と
き
は
や
り

が
い
を
感
じ
ま
す
。

学
生
時
代
の
活
動
や
経

験
、
出
会
っ
た
方
々
か
ら
の
刺

激
が
現
在
の
自
分
の
糧
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
仕
事
の
方
に
邁

進
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後

は
さ
ら
に
創
作
活
動
へ
力
を

入
れ
て
い
き
、
発
表
の
場
も

増
や
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。

鐘は守衛所横の高い柱の上

き
、
大
変
な
思
い
を
し
て
お

ら
れ
る
お
客
さ
ま
か
ら
「
あ

り
が
と
う
」
と
い
う
こ
と
ば

を
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
と
き

に
小
売
り
に
携
わ
る
仕
事
が

で
き
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
感

じ
ま
し
た
。
10
年
ぶ
り
に
陸

前
高
田
に
行
っ
た
際
、
私
が

運
転
し
た
移
動
販
売
車
が
今

も
活
躍
し
て
い
る
の
を
見
て
、

当
時
の
思
い
が
蘇
っ
て
き
ま

す
。
私
た
ち
小
売
業
は
、
お

客
さ
ま
と
従
業
員
、
地
域
の

方
々
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か

を
常
に
考
え
続
け
る
こ
と
が

使
命
だ
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は

学
校
が
急
遽
休
み
に
な
り
、

給
食
用
の
キ
ャ
ベ
ツ
が
余
り
、

困
っ
て
い
る
と
い
う
お
話
を
農

家
の
方
か
ら
伺
い
、
何
か
お

手
伝
い
で
き
な
い
か
と
私
た
ち

の
お
店
で
販
売
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
が
き
っ

か
け
で
行
政
と
の
取
り
組
み

に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。
お

客
さ
ま
に
も
、
農
家
の
方
に

も
喜
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
、
地
域
へ
の
貢
献
が
少
し

で
も
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
東
京
の
料
亭
な
ど

に
流
れ
て
い
た
東
北
の
商
品

が
、
休
業
な
ど
に
よ
り
、
地

元
で
売
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
東
北
の
商
品
で
も

意
外
と
地
元
で
知
ら
れ
て
い

な
い
価
値
あ
る
商
品
も
た
く

さ
ん
あ
り
、
そ
れ
ら
を
知
って

も
ら
う
機
会
が
で
き
た
の
は
コ

ロ
ナ
禍
で
良
か
っ
た
点
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　東
北
の
お
客
さ
ま
と
共
に

私
は
経
営
に
携
わって
ま
だ

１
年
半
で
、
ま
だ
ま
だ
勉
強

中
で
す
が
、
自
分
自
身
が
成

長
す
る
事
が
、
会
社
を
成
長

さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。

あ
る
新
聞
の
記
事
で
、
レ
ン

ゴ
ー
㈱
の
大
坪
清
会
長
が「
情

の
な
い
経
営
は
評
価
に
値
せ

ず
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し

「奇跡の醤（ひしお）」は、奇跡的に見
つかった震災前のもろみを培養して復活
した醤油です。東北の逸品の一つです。
オンラインショッピングで購入できます。

地元の高校生と共同開発した
「南相馬のホッキ飯弁当」。
イオングループ257店舗で販売。

地域の皆さまと共に、より豊かな未来を創造し続けます

た
。
立
場
的
に
厳
し
い
こ
と

を
し
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
ど
ん
な
と
き

も
「
情
」
を
忘
れ
な
い
経
営

者
で
あ
り
続
け
た
い
と
思
って

い
ま
す
。

龍
谷
大
学
の
チ
ャ
イ
ム
今
昔

校
友
会
副
会
長
　
小
川
　
信
正

シリーズ
龍谷大学の
歴史実証⓰

卒業式（山中さんは写真右）

現在の作品
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感
度
で
も
１
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ

ま
し
た
。

タ
ケ
モ
ト
ピ
ア
ノ
は
現
在
も

輸
出
国
を
さ
ら
に
拡
大
す
る

な
ど
好
調
を
持
続
さ
れ
て
お

り
、
私
も
「
タ
ケ
モ
ト
ピ
ア
ノ

Ｃ
Ｍ
」を
制
作
し
た
プ
ロ
デ
ュー

サ
ー
と
し
て
テ
レ
ビ
番
組
に
呼

ば
れ
、
他
の
ス
ポ
ン
サ
ー
か
ら

「
タ
ケ
モ
ト
ピ
ア
ノ
み
た
い
な
Ｃ

Ｍ
を
制
作
し
て
ほ
し
い
」
な
ど

の
依
頼
を
沢
山
い
た
だ
き
ま

し
た
。
大
変
、
素
晴
ら
し
い

め
ぐ
り
あ
わ
せ
で
私
の
人
生

に
と
っ
て
も
一
つ
の
大
切
な
仕

事
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
の
仕
事
の

き
っ
か
け
は
？

学
生
時
代
に
京
都
の
劇
団

で
脚
本
を
書
い
て
い
ま
し
た
。

新
卒
で
放
送
作
家
と
し
て
企

画
会
社
に
入
社
し
、
そ
れ
か

ら
ず
っ
と
台
本
を
書
い
て
い
ま

す
。
龍
谷
大
学
、
京
都
で
過

ご
し
た
経
験
が
今
の
仕
事
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
好
き
な

こ
と
を
や
り
続
け
て
い
た
ら
、

仕
事
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
あ

ま
り
仕
事
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の

境
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
の
取
り
組
み
は
？

阪
神
大
震
災
を
自
宅
の
神

戸
市
東
灘
区
で
経
験
、
そ
の

時
、
龍
谷
大
学
で
学
ん
だ
親

鸞
聖
人
の
教
え
「
何
の
た
め

に
生
ま
れ
て
き
た
の
か
」
を

自
問
し
、
映
像
を
通
じ
て
社

会
に
貢
献
で
き
る
こ
と
を
や

り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
11
年
東
日
本
大
震

災
の
時
に
は
ア
ン
ト
ニ
オ
猪
木

さ
ん
、
蝶
野
正
洋
さ
ん
ら
プ
ロ

レ
ス
ラ
ー
の
方
々
に
お
願
い
し

て
被
災
地
に
水
２
ト
ン
と
新

品
下
着
な
ど
を
届
け
、
そ
の

模
様
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
動
画
で
拡
散
。

19
年
に
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
水
道
事
業
の
実

話
を
も
と
に
し
た
映
画
「
セ

カ
イ
イ
チ
オ
イ
シ
イ
水
〜
マ
ロ

ン
パ
テ
ィ
の
涙
」
を
製
作
、
全

国
の
劇
場
で
公
開
し
ま
し

た
。こ

れ
か
ら
も
自
分
の
好
き

な
映
像
製
作
を
通
し
て
、日
々

の
生
活
に
感
謝
し
、
楽
し
み
、

世
の
中
の
人
々
と
関
わ
っ
て
い

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

〜
合
掌

り
向
く
Ｃ
Ｍ
を
創
っ
て
欲
し

い
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

Ｃ
Ｍ
の
こ
だ
わ
り
は
？

子
供
た
ち
が
大
好
き
な

「
歌
っ
て
踊
る
Ｃ
Ｍ
」
に
と
方

針
を
定
め
、「
ち
ょっ
と
へ
ん
て

こ
な
フ
レ
ー
ズ
」
そ
し
て
、
ビ

ジ
ュ
ア
ル
的
に
は
見
た
こ
と
の

な
い
「
奇
妙
な
世
界
」、
音
響

研
究
家
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
な
が
ら
、
最
初
に
ど
ん

な
音
を
入
れ
る
と
子
供
が
振

り
向
く
か
な
ど
の
試
行
錯
誤

を
重
ね
ま
し
た
。

「
パ
カ
ッ
！
」
と
ピ
ア
ノ
の
蓋

が
開
く
音
か
ら
始
ま
り
、
猫

の「
に
ゃ
ー
」
と
い
う
鳴
き
声
、

イ
ン
ト
ロ
、
Ｃ
Ｍ
ソ
ン
グ
へ
と

続
き
、
最
後
に
決
め
台
詞
、

財
津
一
郎
さ
ん
の
「
ピ
ア
ノ

売
っ
て
ち
ょ
〜
だ
〜
い
」
と
い

う
流
れ
に
な
り
ま
し
た
。

Ｃ
Ｍ
ソ
ン
グ
は
谷
本
奈
利

紘
さ
ん
、
振
り
付
け
は
香
瑠

鼓
さ
ん
に
依
頼
。
セ
ッ
ト
も
ピ

ア
ノ
鍵
盤
を
舞
台
いっ
ぱ
い
に

再
現
し
、
Ｃ
Ｍ
ソ
ン
グ
は
、
何

度
も
や
り
直
し
て
「
子
供
た

ち
が
振
り
向
く
音
」
に
仕
上

げ
ま
し
た
。
登
場
す
る
猫
も

貴
重
な
オ
ス
の
三
毛
猫
を
探

し
出
し
、
そ
の
撮
影
は
20
時

間
に
及
び
ま
し
た
。

こ
の
Ｃ
Ｍ
の
影
響
は
？

「
タ
ケ
モ
ト
ピ
ア
ノ
の
Ｃ
Ｍ

が
流
れ
る
と
赤
ち
ゃ
ん
が
泣

き
止
む
」
と
い
う
う
わ
さ
が

流
れ
始
め
、
人
気
番
組
「
探

偵
ナ
イ
ト
ス
ク
ー
プ
」
に
取
り

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
タ
ケ
モ
ト
ピ

ア
ノ
に
は
様
々
な
メ
デ

ィ
ア
か
ら
取
材
が
殺
到

し
、
24
年
経
っ
た
今
で

も
年
に
数
回
か
ら
数

十
回
の
取
材
が
あ
り

ま
す
。

発
売
さ
れ
た
Ｃ
Ｍ
の

Ｃ
Ｄ
／
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、
オ

リ
コ
ン
ヒ
ッ
ト
チ
ャ
ー
ト

ベ
ス
ト
10
入
り
し
、
お

も
ち
ゃ
メ
ー
カ
ー
か
ら

は
、
Ｃ
Ｍ
ソ
ン
グ
入
り

赤
ち
ゃ
ん
玩
具
も
販
売

さ
れ
る
な
ど
、
Ｃ
Ｍ
好

タ
ケ
モ
ト
ピ
ア
ノ
Ｃ
Ｍ
の

誕
生タ

ケ
モ
ト
ピ
ア
ノ
は
、
日
本

の
家
庭
に
眠
っ
て
い
る
使
わ
な

く
な
っ
た
ピ
ア
ノ
を
海
外
の
必

要
と
さ
れ
て
い
る
地
域
、
主

に
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
、

昨
今
で
は
中
東
、
中
国
、
イ

ン
ド
に
綺
麗
に
リ
メ
イ
ク
し
て

販
売
す
る
会
社
で
す
。

24
年
前
、
そ
の
事
業
自
体

が
珍
し
く
、
あ
ま
り
世
間
に

知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

新
聞
広
告
や
チ
ラ
シ
な
ど

も
全
く
反
応
が
な
く
、
最
後

の
手
段
で
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
を
や
る

こ
と
に
。

「
商
品
を
買
っ
て
く
だ
さ

い
」
が
当
た
り
前
の
中
、「
ピ

ア
ノ
を
売
って
く
だ
さ
い
」
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
テ
レ
ビ
局

で
も
理
解
さ
れ
ず
困
り
ま
し

た
が
、
タ
ケ
モ
ト
ピ
ア
ノ
の
社

長
の
Ｃ
Ｍ
に
対
す
る
リ
ク
エ
ス

ト
は
た
だ
一
つ
、「
子
供
が
振

㈱パラサング　代表取締役

山
や ま

本
も と

 祥
よ し

生
お

 さん
（84年法卒）

校 友
クローズアップ「ピアノ売ってちょ～だ～い」と言えば

タケモトピアノのCMとピンとくる人は多いはず…
そのCMを手掛けたプロデューサーは龍谷大学卒業生だったのです

ハ
マ
ナ
ス
で
地
域
活
性
化
、

化
粧
品
を
作
る

「
ハマ
ナ
ス
」は
北
日
本
を
中

心
に
自
生
す
る
日
本
原
種
の

バ
ラ
で
、北
海
道・
そ
し
て
浦

幌
町
の
花
と
し
て
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。毎
年
、地
元
の
中

学
3
年
生
が
浦
幌
町
に
対
し

て
地
域
活
性
化
案
発
表
会
を

行
って
お
り
、そ
の
中
で「
町
の

花
に
指
定
さ
れ
て
い
る
ハマ
ナ

ス
を
活
用
し
て
、浦
幌
町
を
活

性
化
し
た
い
」と
い
う
ア
イ
デ

ア
が
多
く
出
て
い
ま
し
た
。そ

こ
で
、行
政
機
関
や
地
域
住
民

の
方
々
が
協
働
し
、ハマ
ナ
ス
の

栽
培
そ
し
て
商
品
開
発
を
行

い
、私
は
そ
の
担
当
と
し
て
仕

事
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
取
り
組
み
の
中
で
、数

多
く
の
地
域
の
方
々
の
支
え

を
い
た
だ
き
、17
年
株
式
会

社ciokay

（
チ
オ
カ
イ
は
、ア

イ
ヌ
語
で「
私
た
ち
」と
い
う

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て

北
海
道
に
移
住

新
卒
で
地
域
お
こ
し
協
力

隊
制
度
を
活
用
し
北
海
道
に

移
住
、２
年
目
で
北
の
大
地
で

化
粧
品
販
売
会
社
を
起
業
し

ま
し
た
。

学
生
時
代
は
、富
士
山
で

九
死
に
一
生
の
経
験
を
し
た

こ
と
か
ら
、「
人
と
つ
な
が
る
こ

と
が
支
え
に
な
る
」と
い
う
こ

と
を
知
り
、日
本
全
国
山
奥
の

集
落
か
ら
離
島
ま
で
様
々
な

と
こ
ろ
を
巡
り
ま
し
た
。そ
こ

で
気
づい
た
の
は
限
界
集
落
と

言
わ
れ
る
場
所
で
も
、そ
こ
に

暮
ら
す
人
が
い
て
、自
分
た
ち

校友最前線

の
営
み
を
作
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。地
方
を
巡
る
中
で

大
き
な
学
び
を
得
ま
し
た
。

４
回
生
の
時
に
偶
然
訪
れ

た
北
海
道
十
勝
郡
浦
幌
町

は
、全
国
メ
デ
ィ
ア
等
で
は
名

前
を
耳
に
し
た
こ
と
も
な
か
っ

た
場
所
で
す
が
、十
勝
な
ら
で

は
の
豊
富
な
自
然
、そ
し
て
地

域
の
子
ど
も
た
ち
を
未
来
に

つ
な
げ
て
い
く「
う
ら
ほ
ろ
ス

タ
イ
ル
」と
い
う
ま
ち
づ
く
り

の
取
り
組
み
を
地
域
住
民
の

方
々
が
10
年
以
上
続
け
て
い

る
場
所
で
し
た
。そ
の
住
民
の

方
々
か
ら
お
誘
い
を
い
た
だ

き
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
大
学
卒
業
後
、移
住
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

移
住
後
は
、「
う
ら
ほ
ろ
ス

タ
イ
ル
」の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、

高
校
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

浦
幌
町
に
お
い
て
、地
域
へ
の

愛
着
や
誇
り
を
育
ん
だ
子
ど

も
た
ち
が
戻
って
く
る
こ
と
が

で
き
る
雇
用
の
受
け
皿
や
、働

き
方
の
多
様
性
を
作
り
出
す

こ
と
を
目
標
に
し
た
事
業
を

担
当
し
ま
し
た
。そ
こ
で
出
会

っ
た
の
が「
ハマ
ナ
ス
」で
す
。

(株)ciokay
代表取締役社長

森
も り

　健
け ん

太
た

 さん
（16 年社会卒）大学1回生の時に登った富士山山頂にて

ハマナスは日本原種のバラ
英名で“Japanese Rose”と呼ばれる

北
海
道
浦
幌
町
の
花
「
ハマ
ナ
ス
」
で

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
へ
挑
戦

地域資源を子どもたちのチカラで産業化している点など評価され、
2020年度ソーシャルプロダクツ賞受賞

タケモトピアノのＣＭ

映画撮影の様子 被災地での支援活動に参加

意
味
）を
創
業
。18
年
に
浦
幌

町
で
栽
培
す
る
ハマ
ナ
ス
を
主

原
料
に
し
た
オ
ー
ガ
ニッ
ク
ス

キ
ン
ケ
ア
ブ
ラ
ン
ド「rosa 

rugosa 

― 

ロ
サ・ル
ゴ
サ
」の

販
売
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、化
粧
品
の
み
に
留

ま
ら
ず
、事
業
拡
大
を
行
い
な

が
ら
人
口
４
︐５
０
０
人
に
満

た
な
い
北
海
道
の
小
さ
な
田

舎
町
で
新
た
な
仕
事
を
生
み

出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

SNSを通じて色々な情報を
発信していきますので、ぜひ
ご登録をお願いします。

龍谷大学校友会 
公式SNS

Facebook

Instagram

Twitter

LINE
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国
際
協
力
に
つ
い
て
学
ぶ

　

学
生
時
代
は
斎
藤
文
彦
先

生
の
ゼ
ミ
で
国
際
協
力
に
つ
い

て
学
ぶ
傍
ら
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
留
学
を
経
験
し
ま
し
た
。

現
地
の
高
校
で
の
日
本
語
教

師
ア
シ
ス
タ
ン
ト
や
教
会
で
の

通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
し

て
、
常
に
海
外
と
繋
が
っ
て
い

る
仕
事
に
就
き
た
い
と
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

特
に
国
際
社
会
を
陰
で
支

え
る
縁
の
下
の
力
持
ち
で
あ

る
物
流
業
に
魅
力
を
感
じ
、

地
元
静
岡
の
鈴
与
株
式
会
社

に
入
社
し
ま
し
た
。
ベ
ト
ナ

ム
駐
在
、
東
京
勤
務
を
経
て
、

現
在
海
外
２
か
国
目
の
タ
イ

に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

日
本
人
は
自
分
ひ
と
り

　

鈴
与
タ
イ
ラ
ン
ド
・
バ
ン
コ

ク
本
社
で
は
、
日
系
企
業
の

て
単
純
に
日
本
式
の
や
り
方

を
押
し
付
け
る
の
で
は
な
く
、

相
手
の
文
化
背
景
を
理
解
し

た
上
で
意
思
伝
達
を
行
う
こ

と
で
得
ら
れ
る
成
果
は
変
わ
っ

て
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、様
々

な
職
層
・
年
齢
の
職
員
の
声

を
な
る
べ
く
満
遍
な
く
聴
く

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た

普
段
は
英
語
で
や
り
取
り
し

て
い
ま
す
が
、
重
要
な
部
分

だ
け
は
カ
タ
コ
ト
で
も
「
こ
う

し
た
い
、
こ
れ
だ
け
は
や
っ
て

ほ
し
い
」
と
タ
イ
語
で
伝
え
、

歩
み
寄
る
、
現
地
に
溶
け
込

む
姿
勢
を
見
せ
る
こ
と
も
常

に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

ゼ
ミ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

で
イ
ン
ド
シ
ナ
難
民
の
団
体

を
訪
ね
た
際
に
、「
知
ら
な
い

こ
と
か
ら
は
偏
見
が
生
ま
れ

る
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ

い
た
こ
と
を
今
で
も
良
く
覚

え
て
い
ま
す
。
海
外
で
働
い
て

い
る
と
そ
れ
を
痛
感
す
る
こ

と
が
多
く
、
相
手
の
こ
と
を

知
り
同
時
に
自
分
の
こ
と
も

知
って
も
ら
う
こ
と
が
肝
要
と

な
り
ま
す
。

　

将
来
ど
こ
の
国
に
赴
任
し

た
と
し
て
も
こ
の
気
持
ち
を

持
ち
続
け
、「
頼
れ
る
日
本

人
」
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

輸
出
入
営
業
窓

口
、オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
統
括
が
主
要

職
務
で
す
。
タ

イ
人
80
人
以
上

の
部
隊
で
月
間

２
︐０
０
０
件
以

上
の
通
関
・
船

積
業
務
を
手
配

し
、
直
轄
す
る

日
本
人
は
自
分

ひ
と
り
で
す
。

日
々
の
実
務
を
ど
の
よ
う
に
タ

イ
人
に
任
せ
、身
に
つ
け
さ
せ
、

タ
イ
人
主
体
で
回
し
て
い
く

環
境
を
築
き
上
げ
ら
れ
る
か

を
常
に
考
え
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

　

学
生
時
代
の
卒
業
論
文
の

テ
ー
マ
「
人
間
開
発
（
＝
人
々

の
可
能
性
を
開
花
さ
せ
、
主

体
的
・
生
産
的
に
歩
み
を
進

め
て
い
け
る
よ
う
な
環
境
を

創
出
す
る
こ
と
）」
の
考
え
方

に
も
通
ず
る
も
の
が
あ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。

日
系
企
業
駐
在
員
と
し
て

　

文
化
背
景
の
異
な
る
海

外
の
地
で
働
く
に
あ
た
っ
て

は
、
ま
ず
は
相
手
の
こ
と
を

良
く
知
る
こ
と
が
円
滑
に
物

事
を
進
め
る
第
一
歩
と
考
え

て
い
ま
す
。
例
え
ば
タ
イ
で

は
、
親
や
教
師
に
逆
ら
って
は

い
け
な
い
、
目
上
の
人
に
意

見
し
て
は
い
け
な
い
、
と
の
教

え
を
受
け
る
こ
と
が
一
般
的

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
で
す

の
で
、
業
務
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で

メ
ン
バ
ー
に
発
言
を
促
し
て
も

大
し
た
発
言
は
し
ま
せ
ん
が
、

個
別
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う

と
本
音
が
出
て
き
ま
す
。

　

日
系
企
業
の
駐
在
員
と
し

水
み ず

谷
た に

 誠
せ い

也
や

 さん
（05年国際文化卒）

プロフィール
静岡県浜松市出身。05年国際文化学
部卒業、鈴与株式会社入社。09年か
ら11年ベトナム・ハノイ勤務。16年から
現在までタイ・バンコク勤務。鈴与タイラ
ンド・フォワーディング事業部のGeneral 
Managerとして国際輸送業務のオペレー
ション統括に従事。

文化背景を理解し、相手のことを
よく知って 「頼れる日本人」へ

鈴与株式会社
タイ・バンコク勤務

校友会ホームページ「校友タウン情報」に掲載の若手校友のお店を紹介します。

◆ ● ◆ ● ◆ ◆ ● ◆ ◆ ● ◆ ◆ ● ◆ ● ◆ ●  若手校友のお店紹介  ● ◆ ● ◆ ● ◆ ● ◆ ● ◆ ● ◆ ● ◆ ● ◆ ● ◆

獣害対策による捕獲後、約９割の命が廃棄されているという
現状を打破し、大切な命を次世代へとつなぐため、鹿肉の捕
獲から処理・販売までを行っています。弊社の食肉処理施設

「やまとある工房」には「山とともにある」という意味を込めて
います。
⃝焼肉用鹿肉（200g、1,300円） ⃝しゃぶしゃぶ用鹿肉（150g、825円） 
⃝鹿肉ミンチ（300g、900円） ⃝鹿肉ステーキ（180g、1,350円）
※ その他、ブロック肉や飲食店様向け商品もご用意しております。徹底さ

れた血抜き・素早い処理・丁寧なトリミングにこだわっているため、従来の
イメージとは異なる旨みの詰まった柔らかい肉質を実現しています。

株式会社 RE-SOCIAL
「やまとある工房」

〒619-1301　 京都府相楽郡笠置町有市西狭間24番地 
（車でお越しください）

9時〜17時　不定休　TEL 080-6101-6617

2019年11月29日（いい肉の日）創業

左：江口和さん、中：笠井大輝さん、右：山本海都さん

（20年政策卒）
 深尾昌峰ゼミ笠

かさ
井
い

　大
たい

輝
き

 さん

タイ北部の元麻薬地帯で作られている上質で希少な
コーヒー豆に生産から関わり、輸入、焙煎、販売まで
を一貫して行うことによって、買い手にその魅力やス
トーリー溢れる商品を提供しています。20年10月に
は西陣にスペシャルティコーヒー専門の自家焙煎店
をオープンしました。
⃝ドリップコーヒー（イートイン450円、テイクアウト400円〜）
⃝各種コーヒー豆100g700円〜
※ ブレンドやシングルオリジンの各種コーヒー豆やドリップバッ

グ、ギフト等もご用意しています。オンラインショップからもお
買い求めいただけます。

　https://akhainoroshi.com

株式会社アカイノロシ
「Laughter」 

〒602-8498　 京都市上京区西熊町289 
（市バス「乾隆校前」下車、徒歩5分）

10時〜19時　不定休　TEL 075-366-8870

2018年創業

左：矢野龍平さん、右：三輪浩朔さん

（19年政策卒）
深尾昌峰ゼミ矢

や
野
の
　 龍

りゅう
平
へい

 さん

京都で靴磨きと靴修理をお望みの方は、御池通の「革靴をはいた
猫」にお越しください。一足一足、こだわりのお手入れをいたしま
す。出張・訪問靴磨きにも対応しています。どうぞお気軽にご相談く
ださい。
① ベーシックコース（1,100円）　靴全体の汚れを落とした後、補色と栄養補給

を行い自然なツヤ感に仕上げます。
② シャインコース（1,650円）　靴全体の汚れを落とし、補色や栄養補給を行っ

たのち、ワックス・コーティングでつま先に光沢を持たせた仕上げを行います。
③ トータルケア（2,300円）　靴ひもを外し、コバや靴底、内側までケア致します。靴

に溜まった疲れや汚れを全てリフレッシュするフルメンテナンスです。
④ ハイシャイン（3,000円）　革靴をはいた猫が提供する最高の輝きをご堪能くだ

さい。もちろんケアも最上級です。足元を見下ろすと、自然と笑みがこぼれます。

株式会社革靴をはいた猫
「革靴をはいた猫」

〒604-0941　 京都市中京区亀屋町370-1 サンルミ御池１F 
（京都市営地下鉄「京都市役所前駅」9番
出口すぐ、京阪本線「三条駅」徒歩10分)

10時〜19時　TEL 090-8387-8143

2017年3月創業

（17年政策卒）阿部大輔ゼミ、
チーム・ノーマライゼーション魚

うお
見
み

　航
こう

大
た

 さん

北海道でビール醸造を学び、茨木で
初のクラフトビール醸造所を立ち上げ
ました。店舗１階でビールを醸造して、
2階の立ち飲みスペースにてこだわり
のクラフトビールと共に自家製燻製や
牛すじ煮込みを味わえます。4種類の
ビールは無くなり次第違う種類を提供
しています。
⃝ビールは4種を樽替わりで提供800円〜
⃝フード　燻製うずら300円　
　　　　  国産牛のすじ煮400円　など

3TREE BREWERY 
すりーつりーぶるわりー

〒567-0829　 大阪府茨木市双葉町3-19 
（阪急茨木市駅より徒歩3分）

平日：15時〜22時　土日祝：14時〜22時

2020年創業

（16年経済卒）
アカペラサークルmix-voice森

もり
　 凌

りょう
平
へい

 さん

職場の仲間と駅伝大会に出場

休日に娘と

仕込んだビールの
発酵具合をチェック

写真：茨木ジャーナル提供
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東
京
支
部
で
は
、１
月
16
日
に
、
新
春

文
化
の
集
い
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。緊

急
事
態
宣
言
が
出
て
す
ぐ
に
、
年
賀
会

を
中
止
し
、Zoom

利
用
で
の
ラ
イ
ブ
落

語
配
信
に
変
更
し
ま
し
た
。

10月31日、第34回全国
支部長会がオンライン
で開催されました。

各支部でも、前日まで
にZoomの接続確認など
も積極的に行っていた
だいたおかげで、参加予
定のほとんどの方がス
ムーズに出席してくだ
さいました。

第１部は、赤松校友会
長の挨拶に続き、入澤学
長からコロナ禍に見舞われた今年の大学や学生の様子が伝えられ、
学生たちへの校友会からの支援についてのお礼が述べられました。
続いて、藤原副学長から大学の近況を報告いただきました。

その後、校友会の町田総務部会長、小濱事業部会長、米田広報部会
長と龍Ron小町の飯沼会長から20年度の状況と、今後の取り組みに
関する説明がされました。

第２部では、佐古田理事の司会、田中（友）理事の進行で、各支部
長・事務局長などが参加し、オンラインでのワークショップが行わ
れました。ワークショップでは、「校友会の次の20年を考える」をテ
ーマとして、グループごとに討議され、全体会で、それぞれに報告さ
れました。

その後、「SNSを使った情報発信」について、水嶋理事によるミニ
講座が行われ、校友会の情報発信のひとつとしてSNSの利用の大切
さが伝えられました。

今後の支部活動の新しい形式を取り入れるきっかけにもなる記
念すべき初のオンライン開催は、その利点を活かして50名以上の参
加をいただき、盛会のうちに無事終了しました。

　
支
部
の
活
動（
報
告
）

校友の著書

『
行
列
の
で
き
る
児
童
相

談
所
︱
子
ど
も
虐
待
を
人
任
せ
に

し
な
い
社
会
と
行
動
の
た
め
に
』

井
上
景
（
05
年
社
会
院
了
）

四
六
判 

304
頁

北
大
路
書
房 

２
︐３
０
０
円+

税

19
年
11
月
5
日
発
行

『
カ
ウ
ラ
の
風
』

【
電
子
書
籍・Kindle

版
】

土
屋
康
夫

（
74
年
経
済
卒
）

256
頁

22
世
紀
ア
ー
ト 

８
０
０
円
＋
税

20
年
7
月
6
日
配
信

『
人
は
悪
魔
に
熱
狂
す
る 

悪
と
欲
望
の
行
動
経
済
学
』

松
本
健
太
郎
（
07
年
法
卒
）

新
書
判　

336
頁

毎
日
新
聞
出
版 

１
︐２
０
０
円+

税

20
年
7
月
11
日 

発
行

『
楽
に
生
き
る
』

大
來
尚
順

（
05
年
文
卒
）

単
行
本 

189
頁

ア
ル
フ
ァ
ポ
リ
ス 

１
︐２
０
０
円+

税

20
年
9
月
30
日
発
行

『
い
つ
も
鏡
を
見
て
る
』

矢
貫
隆

（
77
年
経
営
卒
）

四
六
判　

272
頁

集
英
社 

１
︐６
０
０
円+

税

20
年
12
月
4
日
発
行

2019年度　国際学部同窓会　決算
自2019年4月1日　至2020年3月31日

収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　（単位：千円）

款 項 科　　目 金　額

1 校友会助成金 8,710

2 会費収入 
（事業収入含む・校友より受けた収入） 0

3 その他収入(含・預金利息） 0

4 積立金取崩 0

5 前年度繰越金 83,301

合　　計 92,011

支出の部

款 項 科　　目 金　額

1 事業費 205

1 広報費（資料印刷・発送費など） 205

2
事業開催費 

（総会・講演料・イベント料・土産・記念
品・懇親会などの費用）

0

2 運営費 2,200

1 通信費（電話・郵便など） 0

2 旅費交通費（出張費） 188

3 会合費（役員会など） 172

4 寄付・援助費 
（例：女子会などへの支払） 1,840

5
雑費 

（慶弔・事務用品費・図書費・振込手数
料）

0

3 積立金繰入 0

1 積立金（周年事業など） 0

4 次年度繰越金 89,606

合　　計 92,011

経営学部同窓会

学生支援事業
「好感の持てる見せ方・話し方」開催

「経営学部同窓会50年の歩み」の
書籍とDVDの制作

法学部同窓会

　コロナ禍の影響を受け、授業や就職活動でオンライン
とリアル双方の対応を迫られている現役学生への支援事
業として、12月５日と18日に、法学部の先生方及び教務課
協力のもとBrush Up Production ANys代表の島津ゆう
子氏を講師に迎え「好感の持てる見せ方・話し方」講座を
開催しました。
　参加した学生からは大変好評
で更なる講座開催を希望する声
がありました。次年度以降もオ
ンラインとリアルを合わせた学
生への直接支援事業を継続する
予定です。　  （会長 成松重人）

　昨年は皆さまと創設50周年をお祝いするイベント（USJ
パーティプラン）や祝賀会（ザ・リッツ・カールトン大阪）を予定
しておりましたが、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）
の拡大により中止という苦渋の決断をしました。
　そこで、コロナ禍でも出来る記念事業として、年史「経
営学部同窓会50年の歩み」の書籍とDVDの制作に取り組
みました。デジタル版は同窓会
HPからご覧いただけます。コロ
ナが収束して、「笑顔で再会で
きる場を、皆さまと共に作って
いきたい」と切に願っています。

（会長 米田禎孝）

貸借対照表 
2020年3月31日　現在

（単位：千円）
資産の部 負債の部

預貯金 89,606
未払金 

（翌年度において支払わ
れるが、今年度の費用）

0

　普通預金 0
前受金 

（受取っているが次年度
の会費収入など）

0

　定期預金 0

小  計 0

積立金・剰余金の部

周年事業積立金 0

　次期繰越金 89,606

小  計 89,606

合計 89,606 合  計 89,606

 

ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル

 

周
年
事
業

2020年度　初めての
「オンライン全国支部長会」開催

　

11
月
３
日
、感
染
予
防
を
万
全
に
西
本
願
寺
龍
虎
殿
に
集

合
。飛
雲
閣
、能
舞
台
、白
書
院
、虎
渓
の
庭
な
ど
を
見
学
。社

会
部
の
方
の
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
解
説
に
一
同
称
賛
の
声
。御
影

堂
に
参
拝
、聞
法
会
館
で
は
密
に
配
慮
さ
れ
た
席
で
松
花
堂

弁
当
の
小
宴
。そ
の
後
、龍
谷
ミュー
ジ
ア
ムへ
、埋
も
れ
た
文
化

財
の
特
集
展「
西
七
条
え
ん
ま
堂
」と
シ
リ
ー
ズ
展「
仏
教
の

２
︐５
０
０
年
の
歩
み
」を
時
を
忘
れ
て
鑑
賞
。外
出
ま
ま
な
ら

ぬ
日
々
、奥
様
同
伴
、友
人
を
誘
って
の
校
友
に
は
和
や
か
で
人

と
人
と
の
絆
を
感
じ
た
晩
秋
の
一
日
で
し
た
。

（
支
部
長 

渡
部
恵
子
）

最低限のスタッフで運営

昔
、
同
じ
降
誕
会
実
行
委
員
会
で
過
ご

し
た
者
た
ち
の
世
代
を
超
え
た
繋
が
り
も

大
切
と
考
え
、
今
年
創
立
記
念
降
誕
会
が

100
回
を
迎
え
る
の
を
機
会
に
「
創
立
記
念

降
誕
会
実
行
委
員
会
卒
業
生
の
会
」
発
足

の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
把
握
し
て
い
る
の
は
、
64
〜
68
回

（
85
〜
89
年
度
）
に
参
加
さ
れ
た
委
員
の

方
々
で
す
が
、
全
て
の
世
代
の
委
員
の
方
々

の
参
加
を
お
待
ち
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
の
活
動
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ

り
未
定
で
す
が
、
過
去
の
降
誕
会
の
活
動

を
イ
ヤ
ー
ブ
ッ
ク
作
成
委
員
会
の
ご
協
力
を

得
て
動
画
に
編
集
、逐
次Y

ouT
ube

に
ア
ッ

プ
し
て
い
く
予
定
で
す
。

「
龍
谷
大
学
降
誕
会
」
で
動
画
検
索
で

き
ま
す
の
で
是
非
一
度
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

（
世
話
人　

89
年
経
済
卒　

梶
谷　

優
）

「
創
立
記
念
降
誕
会
実
行
委
員
会

卒
業
生
の
会
」
発
足

オンライン講座中の島津ゆう子氏

LINE メーリングリスト
登録画面

　14年に発足いたしました、龍Ron小町（卒業生の女子会）では、今後龍谷大学
卒業生ならではの様々なイベントを開催していく予定です。
　イベント情報などは、公式LINEで発信していきますので、右記ＱＲコードから
お友達登録をお願いいたします。

龍谷大学校
友会女子会

ロ ン ロ ン

『龍Ron小町』公式LINEができました。

※龍谷大学校友会決算は
　ホームページに掲載しています。

東
京
支
部　
新
春
文
化
の
集
い

　
２
月
６
日
、
第
36
回
総
会
・
講
演
・
懇
親
会
を
こ
の
時
世

に
合
わ
せ
てZoom

で
開
催
し
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
と
い

う
こ
と
で
普
段
な
か
な
か
リ
ア
ル
参
加
で
き
な
い
遠
方
の
方
、

新
入
会
員
３
名
、
学
生
２
名
も
含
め
21
名
が
集
い
ま
し
た
。

　

池
田
理
事
の
講
演
で
は
今
後
の
パ
ナ
ソ
ニッ
ク
に
皆
さ
ん
は

興
味
津
々
。懇
親
会
で
は
ブ
レ
イ
ク
ア
ウ
ト
ル
ー
ム
に
分
か
れ
、

好
み
の
飲
み
物
と
共
に
い
つ
も
以
上
に
中
身
の
濃
い
懇
談
が

で
き
た
と
感
じ
ま
し
た
。
最
後
は
自
作
ツ
ー
ル
で
恒
例
の
大

抽
選
大
会
！

　

早
く
皆
さ
ん
と
リ
ア
ル
で
会
え
る
こ
と
を
心
待
ち
に
し
て

散
会
と
な
り
ま
し
た
。　
　
　
　

 （
支
部
長　

三
島
仁
志
）

パ
ナ
ソ
ニッ
ク
グ
ル
ー
プ
支
部（
紫
松
会
） 

オ
ン
ラ
イ
ン
総
会
開
催

阪
神
支
部　
神
戸
モ
ダ
ン
塾 IN

 K
Y

O
TO

雷門音助さん

桂優 さ々ん

　

築
地
本
願
寺
の
協
力
の
も
と
、雷
門
音

助
さ
ん（
10
年
経
営
卒
）の
江
戸
落
語「
干

物
箱
」、桂
優
々
さ
ん（
09
年
文
卒
）の
上
方

落
語「
竹
の
水
仙
」の
２
題
を
お
楽
し
み
い

た
だ
き
ま
し
た
。世
界
中
の
み
な
さ
ま
に
同

時
に
お
届
け
で
き
る
こ
と
が
わ
かっ
た
こ
と

は
、収
穫
で
し
た
。 （
支
部
長 

大
原
延
恵
）
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す
。
ま
た
、
感
染
者
の
数
や

症
状
の
重
い
患
者
数
を
中
心

に
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
減
少
を
目
指
す
専

門
家
の
科
学
的
見
解
は
大
切

で
す
。
一方
で
、
国
内
だ
け
で

も
６
︐０
０
０
人
（
２
月
10
日

現
在
）
を
は
る
か
に
超
え
た

死
者
の
こ
と
が
ど
う
し
て
も

気
に
な
る
の
で
す
。
ど
の
よ
う

な
最
期
を
迎
え
た
の
か
、
本

人
や
家
族
の
思
い
は
ど
う
だ
ろ

う
か
。
面
会
の
人
数
や
時
間

の
制
限
が
あ
り
、
付
き
添
い

も
困
難
な
状
態
で
す
。
総
体

的
に
減
少
傾
向
に
向
か
って
い

る
と
し
て
も
、一
度
往
っ
た
か

け
が
え
の
な
い
命
は
帰
って
こ

な
い
と
い
う
悲
し
み
を
癒
す

じ
る
と
い
う
冬
の
句
だ
っ
た
の

で
す
。

　

未
知
の
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
コ

ロ
ナ
感
染
症
禍
で
過
ご
し
て

い
る
こ
の
一
年
余
り
を
真
冬

に
た
と
え
る
の
は
言
い
過
ぎ

で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、「
一

輪
」
を
ど
こ
に
見
出
し
た
ら

良
い
の
か
途
方
に
暮
れ
な
が

ら
も
、「
一
輪
」
を
ど
こ
か
に

見
出
し
た
い
と
願
い
な
が
ら

日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
現
在

　

し
か
し
、
こ
の
未
知
の
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
下
、
医
療
や
経

済
の
問
題
に
直
面
し
て
い
る

現
場
の
痛
切
な
声
が
、
私
の

身
近
か
ら
も
聞
こ
え
て
き
ま

そ
う
で
す
。

ま
た
、
上
質
な
素
材
を

活
か
し
た
焼
き
菓
子
は
、
一

つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
焼
き
上
げ
、

バ
タ
ー
や
卵
の
味
が
し
み
じ
み

と
感
じ
ら
れ
て
「
ほ
っ
こ
り
で

き
る
」
と
人
気
で
す
。

店
名
の
「joujou

」〔
フ

ラ
ン
ス
語
の
「
お
も
ち
ゃ
」

＝jouet

（
小
さ
な
子
供
が

使
う
言
い
方
）〕
の
よ
う
に
、

藤
山
さ
ん
の
遊
び
心
いっ
ぱ
い

の
パ
ン
や
お
菓
子
を
ぜ
ひ
味

わ
って
み
て
く
だ
さ
い
。

て
、
特
に
医
療
と
仏
教
の
協

働
の
可
能
性
を
求
め
、
こ
の

30
年
必
要
に
応
じ
て
医
療

チ
ー
ム
に
参
加
し
て
き
ま
し

た
。
た
だ
現
在
は
、
感
染
症

対
策
の
た
め
病
棟
に
伺
う
こ

と
が
困
難
な
状
況
で
す
。

梅
一
輪
　
一
輪
ほ
ど
の
　
　

暖
か
さ

　

松
尾
芭
蕉
の
弟
子
、
服

部
嵐
雪
の
作
と
し
て
ご
存
知

の
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。
実

を
言
う
と
長
い
間
、
こ
の
句

を
誤
解
し
て
い
ま
し
た
。
専

門
の
方
に
し
て
み
れ
ば
笑
止

千
万
で
し
ょ
う
が
、
次
第
に

暖
か
さ
を
増
す
の
ど
か
な
春

を
詠
ん
だ
も
の
と
思
い
込
ん
で

い
ま
し
た
。「
一
輪
ほ
ど
の
」

を
「
一
輪
ご
と
の
」
と
記
憶

し
て
い
た
せ
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
と
こ
ろ
が
、
ま
だ
ま
だ

続
く
冬
の
最
中
、
一
輪
だ
け

咲
い
た
寒
梅
に
ふ
と
目
を
止

め
て
か
す
か
な
暖
か
さ
を
感

ま
す
。
自
家
菜
園
で
採
れ
た

無
農
薬
野
菜
も
た
っ
ぷ
り
入
っ

て
い
ま
す
。

お
や
つ
や
お
酒
の
お
つ
ま
み

に
な
る
パ
ン
、
小
さ
な
サ
イ
ズ

や
い
ろ
ん
な
フ
レ
ー
バ
ー
の
パ

ン
な
ど
、一
日
の
中
で
パ
ン
を

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に

と
、
店
頭
に
並
ぶ
パ
ン
は
約

40
種
類
。
新
し
い
パ
ン
を
考

え
る
の
も
好
き
な
藤
山
さ
ん

は
、
旅
先
で
出
会
う
ド
イ
ツ

や
ス
ペ
イ
ン
な
ど
の
パ
ン
か
ら

ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
も
あ
る

こ
し
た
自
然
の
酵
母
の
気
の

向
く
ま
ま
に
ゆ
っ
く
り
旨
味

を
引
き
出
し
ま
す
。
生
地
に

入
れ
る
塩
は
国
産
の
海
塩
、

ト
ッ
ピ
ン
グ
に
は
ド
イ
ツ
の
岩

塩
、
バ
タ
ー
は
九
州
高
千
穂

の
バ
タ
ー
、
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル

な
ど
も
国
産
に
限
ら
ず
優
れ

て
い
る
も
の
は
積
極
的
に
使
い

仏教に学ぶ

編
集
後
記

前
号
で
校
友
会
報
の
発
送

方
法
に
つい
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を

取
り
ま
し
た
。
会
報
に
関
し

て
の
ご
意
見
を
聞
く
良
い
機
会

に
も
な
り
ま
し
た
。
紙
媒
体

で
の
希
望
者
の
多
く
か
ら
「
毎

回
楽
し
み
し
て
い
ま
す
」。
ま

た
、「
年
と
と
も
に
郵
便
物
が

届
く
機
会
が
減
り
、
母
校
か

ら
の
年
2
回
の
情
報
誌
が
届

く
こ
と
が
嬉
し
い
で
す
」
等
々
。

さ
ら
に
、
編
集
部
への
ね
ぎ
ら

い
の
お
言
葉
も
い
た
だ
き
ま
し

た
。今
ま
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取っ

た
こ
と
が
無
く
、
毎
回
、
こ
れ

で
本
当
に
良
い
の
か
？
を
自
問

自
答
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

心
待
ち
に
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
校
友
も
た
く
さ
ん
お
ら
れ

る
こ
と
で
、
広
報
部
員
も
勇

気
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

前
号
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
出
し

忘
れ
て
い
る
方
も
多
く
お
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な

ご
友
人
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、

校
友
会
ホ
ー
ムペ
ー
ジ「
お
問
い

合
わ
せ
」か
ら
いつで
も
申
し
込

め
ま
す
。ま
た
、パ
ソ
コ
ン
が
苦

手
な
方
は
１
面
記
載
の
校
友

会
事
務
局
へ
、郵
送
／
電
話
／

Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
連
絡
す
る
よ
う

に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。 （
米
田
）

冬の時代を生き抜く智慧

「
自
家
製
天
然
酵
母

を
使
っ
て
国
産
小
麦
を

じ
っ
く
り
と
低
温
熟
成

発
酵
さ
せ
、
富
士
山

の
溶
岩
石
を
炉
床
に
使

っ
た
石
釜
オ
ー
ブ
ン
で

焼
き
上
げ
た
パ
ン
は
、

外
は
パ
リ
ッ
と
、
中
は

も
っ
ち
り
と
し
て
奥
行

き
の
あ
る
風
味
に
焼

き
あ
が
って
い
ま
す
。」

藤
山
佐
知
子
さ
ん

（
95
年
経
済
卒
）の
作

る
パ
ン
は
、「
毎
日
食

べ
る
パ
ン
だ
か
ら
」
と
の
思
い

か
ら
、
添
加
物
は
一
切
使
わ

ず
、
素
材
に
こ
だ
わ
り
、
安

心
し
て
食
べ
ら
れ
る
ヘ
ル
シ
ー

で
お
い
し
い
優
し
い
味
わ
い
で

す
。
遠
方
か
ら
の
お
客
様
も

多
く
、
完
売
す
る
こ
と
も
あ

る
そ
う
で
す
。

果
物
や
野
菜
な
ど
か
ら
起

月替わりのカンパーニュも
毎月のお楽しみ

自家製天然酵母を使ったもっちりとしたパン

お店の外観

藤山佐知子さん

多彩なフレーバーの食パンも人気

ナッツをたっぷり巻き込んだ
フランスパン

言
葉
を
私
は
持
ち
ま
せ
ん
。

死
は
ま
さ
に
、
誰
に
も
訪
れ

る
説
明
不
可
能
な
「
未
知
」

の
最
た
る
も
の
な
の
で
す
。

ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
で

　

ビ
ハ
ー
ラ
の
学
び
を
通
し

滋賀医科大学での講義の様子

自
家
製
天
然
酵
母
の

パ
ン
と
お
菓
子
の
お
店

La pain 
JouJou

ラ・パン・ジュジュ

ラ・パン・ジュジュ｜La pain JouJou
〒739-0426 広島県廿日市市物見東1-7-24
　JR前空駅から徒歩8分。車で広島駅、八丁堀から約35分。
TEL 0829-20-4338
営業時間　10時〜17時（火〜土）
定  休  日　日・月曜日、祝日、8月
※オンラインショップをご利用ください。

「パンと旅」のブログやパンに合うレシピも
公開しています。
https://www.lapainjoujou.com/

今
春
定
年
退
職
さ
れ
る
先
生
方

２
０
２
１
年
３
月
31
日

〈
文
学
部
〉

　
　
　

 

越
前
谷　

宏 

教
授

　
　
　

 

深
川　

宣
暢 

教
授

　
　
　

 

藤
本　

雅
樹 

教
授

〈
経
営
学
部
〉

　
　
　

 

李　

洙
任 

教
授

〈
法
学
部
〉

　
　
　

 

木
下　

秀
雄 

教
授

　
　
　

 

西
川　

靖
二 

教
授

　
　
　

 

福
島　

至 

教
授

〈
先
端
理
工
学
部
〉

　
　
　

 

市
川　

陽
一 

教
授

〈
社
会
学
部
〉

　
　
　

 

安
西　

将
也 

教
授

〈
農
学
部
〉

　
　
　

 

畑　

信
吾 

教
授

　
　
　

 

伏
木　

亨 

教
授

　
　
　

 

米
森　

敬
三 

教
授

　

こ
こ
で
、
コ

ロ
ナ
以
前
に

多
く
の
患
者

さ
ん
か
ら
い
た

だ
い
た
訴
え
の

ひ
と
つ
を
紹
介

し
ま
す
。

　
「
死
ぬ
っ
て

ど
う
い
う
こ
と

な
の
」厳
し
い
問
い
で
す
。「
ま

だ
死
ん
だ
こ
と
が
な
い
か
ら

わ
か
ら
な
い
。」
と
応
じ
ま
し

た
。
す
る
と
相
手
の
方
は
吹

き
出
す
か
悲
し
そ
う
な
顔
を

す
る
か
の
ど
ち
ら
か
で
す
。

そ
の
う
え
で
、「
仏
様
の
教

え
を
心
に
抱
い
て
、
命
を
終

え
た
方
々
に
お
会
い
し
て
き

ま
し
た
。
私
は
そ
の
後
を
つ

い
て
い
く
だ
け
で
す
。」

　

科
学
と
宗
教
の
立
場
を
両

立
さ
せ
る
に
は
、
こ
れ
以
外

の
話
し
方
は
私
に
は
で
き
な

い
の
で
す
。

龍
大
で
の
学
び

　

あ
ら
た
め
て
振
り
返
る

と
、
恩
師
や
学
友
か
ら
多
く

の
こ
と
を
学
ん
で
い
た
と
今

更
な
が
ら
思
い
ま
す
。　
　

　

枚
挙
に
暇
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
今
、
大
切
に
し
て
い
る

言
葉
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
変
え
ら
れ
る
も
の
を
変

え
る
勇
気
と
、
変
え
ら
れ
な

い
も
の
を
受
け
容
れ
る
心
の

穏
や
か
さ
と
、
そ
の
両
者
を

見
き
わ
め
る
智
慧
と
が
そ
な

わ
り
ま
す
よ
う
に
」

　

仏
教
で
は
な
い
の
で
す
が
、

通
じ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

天
然
痘
や
ペ
ス
ト
を
克
服

し
て
き
た
科
学
と
、
い
の
ち

そ
の
も
の
を
見
つ
め
る
宗
教

と
を
両
立
さ
せ
る
可
能
性
が

こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

　

龍
谷
大
学
は
、
科
学
と
宗

教
を
対
立
で
は
な
く
協
働
す

る
大
切
さ
を
学
ぶ
総
合
大
学

な
の
で
す
。

　

私
は
こ
れ
か
ら
も
、
そ
の

思
い
を
胸
に
刻
み
、
そ
し
て

「
一
輪
」
を
探
し
な
が
ら
生

き
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。

長
な が

倉
く ら

　伯
の り

博
ひ ろ

 先生

53年鹿児島県生まれ。早稲田大学第一文学
部東洋哲学科卒業後、龍谷大学大学院文学
研究科真宗学修了。
鹿児島市の浄土真宗本願寺派善福寺住職。
その他、浄土真宗本願寺派布教使、国立南
九州病院の倫理・治験委員、鹿児島刑務所
教誨師の活動の他に、龍谷大学短期大学部
非常勤講師を経て、現在、国立滋賀医科大
学、京都光華女子大学、鹿児島女子短期大
学で非常勤講師を務める。仏教伝道協会 第
47回仏教伝道文化賞沼田奨励賞受賞。約
30年にわたるビハーラ活動を「医療や福祉
と協力しながら苦である現実と向き合い、仏
教を通してその苦を乗り越え人生の意義を
見出す助けとなる活動」と評される。
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